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ズ

　大
原
東
子
供
会
は
、
毎
年

恒
例
の
行
事
に
、
親
子
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　春
は
日
帰
り
バ
ス
旅
行
や
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
ボ
ウ

リ
ン
グ
な
ど
を
計
画
。

　夏
は
有
志
の
子
供
た
ち
が
、

土
曜
夜
市
や
夏
祭
り
に
参
加

し
、
か
わ
い
い
う
ら
じ
ゃ
踊

り
を
披
露
し
ま
す
。
顔
に
色

と
り
ど
り
の
ペ
イ
ン
ト
を
し

た
チ
ビ
鬼
た
ち
が
、
真
夏
の

夜
の
暑
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
、

ワ
イ
ル
ド
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
ダ
ン
ス
で
、
私
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　伝
統
行
事
の
秋
祭
り
で
は
、

分
館
内
を
親
子
で
一
緒
に
子

供
み
こ
し
で
練
り
歩
き
、
そ

の
後
山
神
社
ま
で
上
が
り
、

境
内
で
里
庄
音
頭
を
踊
っ
た

り
、
子
供
相
撲
を
し
て
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
地
域

の
方
々
が
用
意
し
て
下
さ
る

模
擬
店
周
辺
は
、
子
供
た
ち

の
歓
声
で
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
す
。

　現
在
、
大
原
東
子
供
会
に

は
、
幼
稚
園
か
ら
小
学
六
年

生
ま
で
の
二
十
五
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
々
子

供
の
人
数
も
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
少
子
化
が
進

む
と
、
子
供
会
も
寂
し
く
な

り
ま
す
が
、
地
元
な
ら
で
は

の
行
事
が
存
続
し
て
い
け
る

よ
う
親
と
子
が
結
束
し
て
取

り
組
み
、
次
世
代
に
伝
え
残

し
て
い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

　子
供
会
の
活
動
に
は
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
分
館

の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
方

々
に
は
、
小
学
校
の
登
下
校

時
、
声
を
か
け
る
な
ど
見
守

っ
て
下
さ
り
、
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
安

心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
分

館
全
体
で
め
ざ
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

未
来
に
受
け
継
が
れ
る

　
　
　
子
ど
も
会
を
願
っ
て

大
原
東
子
供
会

委員長： 眞野博文 副委員長： 小野光三 委員： 岡村咲津紀 委員： 仁科英麿

発行／

編集／

岡山県 里庄町議会
〒719ｰ0398
岡山県浅口郡里庄町
TEL（0865）64ｰ7217
FAX（0865）64ｰ3618
議会広報編集委員会

平成25年5月1日 発行
《第72号》

E-mail:gikai@town.satosho.okayama.jp

（2 ）
（ 4 ）
（16）
（18）
（24）

…………
………………………………

……………
…………………………………

………………………シリーズ“地域の子どもたち”
町政を問う（6人が登壇）
里見川荘は社会福祉協議会へ（最終報告）
辞職勧告・不信任決議
平成25年度当初予算 一般会計他 1件否決

　今年の桜は平年より早い開花でした。
　冬の寒さが続いた後、3月初旬から
は平年を大幅に上回る気温が続き、花
芽が順調に生長したためだそうです。
一方、里庄町議会の方は、波乱万丈。
大荒れに荒れました。
　原因は何だったのか。議会と執行部
の関係のあり方は？
　お読み取りいただき、ご熟考下さい。

No.72
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（仁科）

地域の 子どもたち子どもたち

議会だより議会だより

入園式 わくわく入園式 わくわく
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当
初
予
算

介護老人保健施設特別会計介護老人保健施設特別会計
一 般 会 計一 般 会 計 否決➡専決

̶ 2 ̶̶ 3 ̶ 里庄町議会だより　No.72里庄町議会だより　No.72

平
成
25
年
第
１
回
里
庄
町
議
会
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
平
成
25
年
度
当
初
予
算
８
件
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
６
件
、
町
条
例
の
制
定
７
件
、
一
部
改
正
８
件
、
全

部
改
正
１
件
、
事
務
委
託
１
件
、
町
道
路
線
の
廃
止
１
件
、
人
事
案
件
２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
に
対
し
て
３
月
８
日
に
辞
職
勧
告
決
議
が
提
出
さ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
３
月
19
日
に
は
不
信
任
決
議
が
提

出
さ
れ
、
規
定
数
の
賛
成
者
８
人
に
達
せ
ず
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
当
初
予
算
か
ら
は
、
一
般
会
計
予
算
と
介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
が
、
町
条
例
の
関
係
で
は
14
件

が
否
決
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
の
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
姿
勢
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

定例
　会
定例
　会
定例
　会

3 月
平成25年度 当初予算案平成25年度 当初予算案

介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
予
算

一
般
会
計

ここが反対！ここが反対！

明確な答弁がない

髙田卓司議員
　収入の６割以上の委託料を萌生会へ
支払っているが、最近の５年間で３６００
万円も増えている。
　２４年度１４００万円の増、２５年度は
さらに８００万円増額と、この２年間だけ
でも２２００万円も増えている。
　なぜこんなに萌生会への委託料が増
えるのか、明確な答弁がない。

不透明な増額は許さない
岡村咲津紀議員

　里見川荘は、ここ数年職員体制や入所
者数が変わらないのに、萌生会に支払う
委託料が年々増加している。
　新年度予算の委託料は７６３万円の増
額。増額の根拠の説明を求めるも、明確
な答えはない。
　大内町長就任以来、人事管理費だけ
でも６５９万円の増額。委託料は、過去５
年間に３０００万円も増額している。　
　言われるままの不透明な支払いであ
る。

不確かな説明に終始

仁科英麿議員
　萌生会への委託料の内容が解明され
てない。
　委託料が５年前の平成２０年に比べて
３６００万円余りの増加予算。そのうちの
人事管理費も６６０万円、３６％の増
加。
　委員会での説明も二転三転、聞いたこ
とに答えができない。不確かな説明に終
始するばかり。
　中身を見ていくべきで、この予算に安易
に賛成することができない。

　2件の予算案は3月定例会で否決しました。その後行われた臨時会で上程さ
れた暫定予算案も否決しました。
　臨時会の翌日、否決された暫定予算案そのままを町長は専決処分しました。
　4月の臨時会で、この専決処分を議会は不承認としました。

　2件の予算案は3月定例会で否決しました。その後行われた臨時会で上程さ
れた暫定予算案も否決しました。
　臨時会の翌日、否決された暫定予算案そのままを町長は専決処分しました。
　4月の臨時会で、この専決処分を議会は不承認としました。

否　決
賛成 4：5 反対

当初予算 は
（3/19）

否　決
賛成 4：5 反対

暫定予算 は
（3/27）

不承認
賛成 4：5 反対

専決処分 は
（4/5）

否　決
賛成 4：5 反対

当初予算 は
（3/19）

否　決
賛成 4：5 反対

暫定予算 は
（3/27）

不承認
賛成 4：5 反対

専決処分 は
（4/5）

指摘に耳をかさない
髙田卓司議員

　町税滞納者に行政サービスの提供を一部制限する
条例をつくれ。住宅開発に伴う河川、水路の管理道を
残す条例をつくれ。
　町営住宅を建設することは必要不可欠である。
　川南の宅地開発により必要となったポンプ設備の維
持管理を町が全て請け持っている。
　仁科財団の公益法人化移行手続に６００万円。５分
の１ぐらいの経費でできる。
　これらの議会の指摘に耳をかさない町長の姿勢を
あらわした本予算は賛成できない。

ここが反対！ここが反対！

努力が見えてこない

仁科英麿議員
　予算編成での努力が余り見えてこない。
　バス団体運行負担金１３８万４０００円を計上してい
るが、町民の利用は１人だけ。これだけの額、支出をす
るのが妥当なのか。
　英語指導者派遣委託料１５３７万円を計上。自治体
国際化協会のＪＥＴ青年派遣事業で英語指導助手を
受け入れれば、ほぼ同じ額が地方交付税で算入され
る。
　大きな額を持ち出して、単独で事業を行う意図がわ
からない。

20年間で初めて
平野敏弘議員

　３０００万円近い金が平成２０年から
上がってきている。人は増えない、入居
者も一緒、なのに増える。
　それも大内町長になって上がってきて
いる。不信感を抱いている。
　里見川荘の運営についても、議員１０
人に目を向けず、意見にも耳を傾けな
い。２０年間議員やってきて、こんなにも
腹が立つことは初めてである。
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辞
職
勧
告

辞
職
勧
告

岡
本
雅
道

　
町
長
は
、
里
見
川
荘
の
運

営
に
問
題
が
あ
る
と
、
平
成

20
年
に
県
か
ら
指
摘
さ
れ
、

26
年
３
月
ま
で
に
見
直
し
を

求
め
ら
れ
る
も
、
そ
の
事
実

を
３
年
以
上
も
隠
蔽
。
23
年

７
月
に
明
ら
か
に
し
た
。

　
24
年
３
月
14
日
、
大
内
町

長
は
、
指
定
管
理
者
先
を
萌

生
会
へ
と
し
て
い
た
方
針
を

白
紙
に
戻
し
、
議
会
に
任
せ

る
と
の
約
束
を
交
わ
し
た
。

　
25
年
２
月
28
日
、
町
長
に
、

里
見
川
荘
調
査
特
別
委
員
会

の
検
討
結
果
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
任
す
る
の
が
最

善
で
あ
る
と
伝
え
た
。
し
か

し
、
町
長
は
１
年
前
の
約
束

を
覆
し
、
萌
生
会
へ
の
当
初

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
と
の

回
答
。

　
町
長
は
、
立
場
を
利
用
し
、

独
断
で
萌
生
会
へ
の
委
任
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
白
紙
撤
回
は
食
言
で
あ
り
、

議
会
軽
視
で
あ
る
ば
か
り
か
、

公
人
と
し
て
も
ト
ッ
プ
と
し

て
も
失
格
で
あ
る
。

　
里
見
川
荘
の
運
営
方
法
、

委
託
先
は
議
会
に
任
せ
る
と

嘘
を
言
い
、
議
会
を
欺
く
。

　
職
員
の
採
用
は
、
公
募
を

せ
ず
個
人
的
に
雇
用
す
る
。

　
行
政
運
営
は
、
議
員
の
指

摘
や
意
見
書
に
も
全
く
対
応

し
な
い
。

　
地
方
自
治
体
の
ト
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
全
く
適
任
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

辞
職
勧
告
決
議
案

岡
本
雅
道

不
信
任
決
議
案

　
総
務
文
教
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
当
初
予
算
８
議
案
は
、

建
設
福
祉
委
員
会
の
協
力
の

も
と
、
関
係
当
局
の
説
明
を

聴
取
し
、
慎
重
に
審
議
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
建
設
福
祉
委

員
会
で
、
里
庄
町
介
護
老
人

保
健
施
設
特
別
会
計
予
算
は

賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
、

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
所
管

す
る
事
項
は
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
特
別
会

計
及
び
事
業
会
計
は
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
予
算
は
否
決

大
内
町
長
に
対
し
て

平
成
25
年
度
当
初
予
算
委
員
長
報
告

不信任決議案に賛成！不信任決議案に賛成！不信任決議案に賛成！不信任決議案に賛成！
疑われても仕方がない

岡村咲津紀議員

　町長は辞職勧告に耳を傾けない。
　重大なことを単独で、萌生会を指定管理
者として決めていた。
　しかも、大内町長に変わり、萌生会に支
払われている委託料が年々増額している。
尋ねても明確な説明も出来ない。何かある
のかと、疑われても仕方がない。
　里見川荘は里庄町民のもの。町長個人
のものではない。

検討も議論も尽くしていない
眞野博文議員

　本当に問うべきは、里庄町の公共サービ
スをどのように考えていくかだ。その部分の
検討も議論も尽くしていない。
　町長と議会の考えが対立した場合、十分
な議論を経て、それぞれが主張する意見の
問題点をあぶり出し、よりよい方法を探る
べきである。しかし、町長は議会の言うこと
に全く耳を貸さない。
　１年前の発言も嘘であり、議員全員が欺
かれた。

なぜ力を合わせないのか
平野敏弘議員

　一番言いたいのは、議会と執行部が、な
ぜ力を合わせないのか。話し合って良い結
論を出したい。
　だから私は、何回も町長のところへ行っ
た。しかし何回行っても町長は聞いてくれ
ない。
　町長は独裁的なところがある。だから、
このような問題が起きる。
　今後、議会と執行部が席を持ち、この問
題を謙虚に受けとめよ。

議会制民主主義の否定
仁科英麿議員

　町長としての資質に疑問を抱いている。
　地方分権についても情報を隠す。議論す
る場を設けない、時間を与えない、耳も傾
けない。
　これは議会制民主主義の否定である。
　町長は、この町の独裁者ではないはず。

当初予算
会 計 名 金 　 　 額

否　　　　決
11億3938万円
否　　　　決

８億3875万円
１億2518万円

21万円
３億8789万円
８億6960万円

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 特 別
介護老人保健施設特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
育英奨学資金給与特別
水 道 事 業 会 計
公共下水道事業会計

人
権
擁
護
委
員

（
全
会
一
致
で
同
意
）

里
庄
町
大
字
新
庄

５
４
８
３
番
地

辻
田
　
千
里

里
見
町
大
字
里
見

６
４
６
９
番
地
３

馬
場
　
辰
巳

人  

事

高齢者観桜会

総務課

※一般会計及び介護老人保健施設特別会計を
　除く各会計は、全会一致で可決されました。

3
月
8
日

（
賛
成
7
　
反
対
１
）

辞
職
勧
告
決
議
案 

可
決

４
月
３
日

町
長
が
辞
職
届
を
提
出

3
月
19
日

（
賛
成
7
　
反
対
3
）

規
定
数
８
人（
3
／
4
）に
達
せ
ず

不
信
任
決
議
案 
　否
決

3
月
27
日

（
賛
成
7
　
反
対
3
）

規
定
数
８
人（
3
／
4
）に
達
せ
ず

不
信
任
決
議
案 

　否
決

４
月
5
日

退
職
日
　
4
月
9
日

町
長
退
職
日
を
同
意

（
賛
成
6
　
反
対
3
）
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辞
職
勧
告

辞
職
勧
告

岡
本
雅
道

　
町
長
は
、
里
見
川
荘
の
運

営
に
問
題
が
あ
る
と
、
平
成

20
年
に
県
か
ら
指
摘
さ
れ
、

26
年
３
月
ま
で
に
見
直
し
を

求
め
ら
れ
る
も
、
そ
の
事
実

を
３
年
以
上
も
隠
蔽
。
23
年

７
月
に
明
ら
か
に
し
た
。

　
24
年
３
月
14
日
、
大
内
町

長
は
、
指
定
管
理
者
先
を
萌

生
会
へ
と
し
て
い
た
方
針
を

白
紙
に
戻
し
、
議
会
に
任
せ

る
と
の
約
束
を
交
わ
し
た
。

　
25
年
２
月
28
日
、
町
長
に
、

里
見
川
荘
調
査
特
別
委
員
会

の
検
討
結
果
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
任
す
る
の
が
最

善
で
あ
る
と
伝
え
た
。
し
か

し
、
町
長
は
１
年
前
の
約
束

を
覆
し
、
萌
生
会
へ
の
当
初

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
と
の

回
答
。

　
町
長
は
、
立
場
を
利
用
し
、

独
断
で
萌
生
会
へ
の
委
任
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
白
紙
撤
回
は
食
言
で
あ
り
、

議
会
軽
視
で
あ
る
ば
か
り
か
、

公
人
と
し
て
も
ト
ッ
プ
と
し

て
も
失
格
で
あ
る
。

　
里
見
川
荘
の
運
営
方
法
、

委
託
先
は
議
会
に
任
せ
る
と

嘘
を
言
い
、
議
会
を
欺
く
。

　
職
員
の
採
用
は
、
公
募
を

せ
ず
個
人
的
に
雇
用
す
る
。

　
行
政
運
営
は
、
議
員
の
指

摘
や
意
見
書
に
も
全
く
対
応

し
な
い
。

　
地
方
自
治
体
の
ト
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
全
く
適
任
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

辞
職
勧
告
決
議
案

岡
本
雅
道

不
信
任
決
議
案

　
総
務
文
教
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
当
初
予
算
８
議
案
は
、

建
設
福
祉
委
員
会
の
協
力
の

も
と
、
関
係
当
局
の
説
明
を

聴
取
し
、
慎
重
に
審
議
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
建
設
福
祉
委

員
会
で
、
里
庄
町
介
護
老
人

保
健
施
設
特
別
会
計
予
算
は

賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
、

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
所
管

す
る
事
項
は
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
特
別
会

計
及
び
事
業
会
計
は
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
予
算
は
否
決

大
内
町
長
に
対
し
て

平
成
25
年
度
当
初
予
算
委
員
長
報
告

不信任決議案に賛成！不信任決議案に賛成！不信任決議案に賛成！不信任決議案に賛成！
疑われても仕方がない

岡村咲津紀議員

　町長は辞職勧告に耳を傾けない。
　重大なことを単独で、萌生会を指定管理
者として決めていた。
　しかも、大内町長に変わり、萌生会に支
払われている委託料が年々増額している。
尋ねても明確な説明も出来ない。何かある
のかと、疑われても仕方がない。
　里見川荘は里庄町民のもの。町長個人
のものではない。

検討も議論も尽くしていない
眞野博文議員

　本当に問うべきは、里庄町の公共サービ
スをどのように考えていくかだ。その部分の
検討も議論も尽くしていない。
　町長と議会の考えが対立した場合、十分
な議論を経て、それぞれが主張する意見の
問題点をあぶり出し、よりよい方法を探る
べきである。しかし、町長は議会の言うこと
に全く耳を貸さない。
　１年前の発言も嘘であり、議員全員が欺
かれた。

なぜ力を合わせないのか
平野敏弘議員

　一番言いたいのは、議会と執行部が、な
ぜ力を合わせないのか。話し合って良い結
論を出したい。
　だから私は、何回も町長のところへ行っ
た。しかし何回行っても町長は聞いてくれ
ない。
　町長は独裁的なところがある。だから、
このような問題が起きる。
　今後、議会と執行部が席を持ち、この問
題を謙虚に受けとめよ。

議会制民主主義の否定
仁科英麿議員

　町長としての資質に疑問を抱いている。
　地方分権についても情報を隠す。議論す
る場を設けない、時間を与えない、耳も傾
けない。
　これは議会制民主主義の否定である。
　町長は、この町の独裁者ではないはず。

当初予算
会 計 名 金 　 　 額

否　　　　決
11億3938万円
否　　　　決

８億3875万円
１億2518万円

21万円
３億8789万円
８億6960万円

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 特 別
介護老人保健施設特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
育英奨学資金給与特別
水 道 事 業 会 計
公共下水道事業会計

人
権
擁
護
委
員

（
全
会
一
致
で
同
意
）

里
庄
町
大
字
新
庄

５
４
８
３
番
地

辻
田
　
千
里

里
見
町
大
字
里
見

６
４
６
９
番
地
３

馬
場
　
辰
巳

人  

事

高齢者観桜会

総務課

※一般会計及び介護老人保健施設特別会計を
　除く各会計は、全会一致で可決されました。

3
月
8
日

（
賛
成
7
　
反
対
１
）

辞
職
勧
告
決
議
案 

可
決

４
月
３
日

町
長
が
辞
職
届
を
提
出

3
月
19
日

（
賛
成
7
　
反
対
3
）

規
定
数
８
人（
3
／
4
）に
達
せ
ず

不
信
任
決
議
案 

　否
決

3
月
27
日

（
賛
成
7
　
反
対
3
）

規
定
数
８
人（
3
／
4
）に
達
せ
ず

不
信
任
決
議
案 

　否
決

４
月
5
日

退
職
日
　
4
月
9
日

町
長
退
職
日
を
同
意

（
賛
成
6
　
反
対
3
）
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質
　
疑

浅
口
市
と
の
協
調
は
別
に
考
え
る
べ
き

留
守
番
は
費
用
対
効
果
を
考
え
て

元
気
づ
く
り
事
業
の
町
へ
の
影
響
は

５
年
間
で
３
０
０
０
万
円
も
増
額

　
　
　
　
　
❶
被
害
者
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
岡
山
へ
の
補

助
金
２
万
３
０
０
０
円
計
上

の
経
緯
と
、
金
額
の
根
拠
は
。

　
岡
山
に
は
Ｄ
Ⅴ
被
害
者
の

支
援
の
会
、
さ
ん
か
く
ナ
ビ
、

岡
山
い
の
ち
の
電
話
の
会
が

あ
る
。
要
望
が
あ
れ
ば
、
対

応
す
る
か
。

❷
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
応
援
交

流
会
関
係
費
用
に
10
万
３
０

０
０
円
計
上
し
て
い
る
。　

　
対
象
者
は
何
人
で
、
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

❸
里
見
川
荘
の
予
算
の
、
人

件
費
委
託
料
２
億
６
５
８
６

万
円
は
、
昨
年
よ
り
７
０
０

万
円
の
ア
ッ
プ
。
５
年
間
で

　
老
後
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
講
演
を
聞
き
、
健
康
劇
を

観
た
り
、
各
団
体
の
紹
介
、

交
流
会
等
を
行
っ
た
。

　
25
年
度
予
算
は
、
50
人
分
。

　
　
　
　
❸
処
遇
改
善
の
交

付
金
が
、
21
年
度
か
ら
５
０

０
万
円
前
後
上
乗
せ
に
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
人
件
費
の
ア
ッ
プ

や
、
22
年
度
ま
で
10
％
だ
っ

た
管
理
費
を
23
年
度
か
ら
12

％
に
し
た
等
に
よ
る
。

　
管
理
費
に
は
、
募
集
事
務
、

チ
ラ
シ
、
利
潤
を
含
む
。

　
人
件
費
、
法
定
福
利
費
は
、

年
度
末
に
精
算
し
て
い
る
。

約
３
０
０
０
万
円
も
増
額
し

て
い
る
。
入
所
者
数
や
職
員

数
に
余
り
変
動
が
な
い
の
に
、

な
ぜ
か
。

　
き
ち
ん
と
精
査
し
て
支
払

う
べ
き
。

　
職
員
募
集
チ
ラ
シ
に
は
、

里
見
川
荘
と
国
定
病
院
等
、

一
緒
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
❶
補
助
金
は
要

望
が
あ
り
、
町
村
会
が
決
定

し
た
額
だ
。

　
さ
ん
か
く
ナ
ビ
、
い
の
ち

の
電
話
等
は
、
要
望
が
あ
れ

ば
、
そ
の
都
度
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
24
年
度

は
、
対
象
者
１
５
１
名
で
、

出
席
は
24
人
だ
っ
た
。

岡
村
議
員

平
成
25
年
度
予
算
総
括

　
　
　
　
　
❶
代
替
え
運
行

し
て
い
る
バ
ス
の
利
用
者
は
、

移
動
が
困
難
な
方
か
。
障
害

者
の
方
は
何
人
の
利
用
か
。

　
利
用
者
は
５
人
程
度
と
聞

く
が
、
納
税
者
の
納
得
を
得

ら
れ
る
か
。

　
浅
口
市
と
の
協
調
は
別
に

考
え
る
べ
き
。

❷
仁
科
財
団
補
助
金
３
１
４

６
万
円
の
内
訳
は
。

❸
３
年
前
の
小
・
中
学
校
の

教
室
に
冷
暖
房
設
備
の
設
置

を
求
め
る
意
見
書
は
、
全
く

対
応
し
て
い
な
い
。
執
行
部

は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
バ
ス
利

用
者
は
、
沿
線
沿
い
の
企
業

に
通
勤
す
る
障
害
者
が
多
か

っ
た
（
５
〜
６
名
中
４
人
ぐ

ら
い
）。

　
浅
口
市
と
の
共
同
運
行
な

の
で
、
25
年
度
は
、
無
償
運

行
で
続
け
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
企
業
の
方
も

含
め
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
こ
れ
ま

で
予
算
化
し
て
い
た
も
の
、

今
回
の
公
益
法
人
移
行
に
当

た
り
増
額
と
な
る
も
の
な
ど
。

　
実
質
的
に
増
え
た
の
は
、

５
３
０
万
円
程
度
で
、
移
行

に
係
る
費
用
、
公
用
車
の
購

入
費
等
。

　
　
　
　
❸
ク
ー
ラ
ー
設
置

は
、
試
算
す
る
と
随
分
と
額

が
大
き
い
の
で
、
扇
風
機
で

我
慢
。

岡
本
議
員
　
そ
の
他
の
質
問

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

総
務
課
長

質　
　疑
質　
　疑
質　
　疑

3月定例会

平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
４
人
、
条

例
の
制
定
・
改
正
に
つ
い
て
６
人
が
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

▼
5
年
間
で
３
０
０
０
万
円
も
増
額

▼
町
独
自
で
変
え
た
部
分
は

企
画
商
工
課
長

企
画
商
工
課
長

教
委
事
務
局
長

 代替え運行バス

町

　長

副
町
長

岡
本
議
員

　
　
　
　
　
❶
た
め
池
改
修

事
業
分
担
金
５
０
０
万
円
は
、

ど
こ
の
池
の
改
修
か
。

❷
駐
車
場
使
用
料
が
１
０
０

万
円
程
減
っ
て
い
る
理
由
は
。

　
駅
裏
東
駐
車
場
で
、
シ
ル

バ
ー
が
毎
日
留
守
番
を
し
て

い
る
が
、
費
用
対
効
果
を
考

え
て
、
自
由
に
し
て
は
。

❸
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
は
、

何
か
。

❹
林
住
宅
以
外
は
、
も
う
限

界
。
今
後
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
営
住
宅
は
あ
る
程
度
は
必

要
だ
。

❺
西
小
学
校
の
設
計
監
理
委

託
料
の
５
０
０
万
円
は
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
浜
南
の

皿
池
大
池
だ
。

❹
老
朽
化
し
て
い
る
住
宅
は
、

退
居
が
あ
り
次
第
壊
す
。

　
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
計
画

が
あ
っ
た
が
、
民
間
ア
パ
ー

ト
の
需
要
や
町
の
財
政
状
況

も
勘
案
し
て
、
現
在
は
凍
結

状
態
。
今
後
の
あ
り
方
は
、

調
査
研
究
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
駅
前
駐

車
場
で
無
料
の
利
用
者
数
が

増
え
た
こ
と
、
駅
裏
東
駐
車

場
の
収
入
が
少
な
い
こ
と
。

　
駅
裏
東
駐
車
場
は
、
以
前

車
上
荒
ら
し
も
多
く
、
問
題

が
多
か
っ
た
。
管
理
人
が
居

る
の
で
、
無
く
な
っ
た
。

　
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
観
点

か
ら
シ
ル
バ
ー
へ
お
願
い
し

て
い
る
。
シ
ル
バ
ー
と
も
話

し
、
検
討
す
る
。

❸
分
館
均
等
割
、
人
口
割
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
加
算
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
参
加
加
算
等
、

実
績
に
基
づ
き
交
付
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
❺
平
成
26

年
度
に
給
食
調
理
場
の
改
修

工
事
を
予
定
。

髙
田
議
員
　
そ
の
他
の
質
問

・
ア
ス
ベ
ス
ト
改
修
事
業
費

・
狭
隘
道
路
整
備
事
業
費
補

　
助
金

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

　
助
の
基
数

・
火
の
見
や
ぐ
ら
２
基
の
撤

　
去

・
消
火
栓
工
事
費
負
担
金

・
西
小
の
公
共
下
水
道
接
続

　
及
び
浄
化
槽
抜
き
取
り

・
図
書
館
の
図
書
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

髙
田
議
員

農
林
建
設
課
長

企
画
商
工
課
長

教
委
事
務
局
長

　
　
　
　
　
❶
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
５
０
０
０
億
円
、

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業
３

０
０
０
億
円
が
決
ま
っ
て
い

る
が
、
本
町
へ
の
影
響
は
。

❷
給
与
の
削
減
、
退
職
手
当

の
削
減
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

❸
経
常
収
支
比
率
は
今
後
高

く
な
り
、
財
政
硬
直
化
が
進

む
と
予
想
さ
れ
る
が
、
対
策

は
。

❹
公
有
財
産
購
入
費
約
５
８

５
万
円
と
、
補
償
補
填
賠
償

金
５
７
０
万
の
内
容
は
。

❺
英
語
指
導
者
派
遣
委
託
料

は
、
自
治
体
国
際
化
協
会
か

ら
の
派
遣
を
受
け
た
ら
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
❶
現
段
階
で
は

当
町
へ
の
影
響
は
わ
か
ら
な

い
。

❷
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
超

過
部
分
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
解

消
の
た
め
、
引
き
下
げ
を
実

施
。

❸
平
成
27
年
度
か
ら
下
水
道

工
事
を
半
減
し
対
応
す
る
。

❹
図
書
館
北
の
民
家
の
土
地

及
び
建
物
、
耕
作
物
、
立
木

等
の
購
入
費
。

　
Ｂ
型
支
援
の
四
つ
葉
の
家

の
作
業
場
と
駐
車
場
の
予
定
。

　
　
　
　
❶
補
助
対
策
に
な

る
も
の
を
探
し
て
い
く
。

　
　
　
　
❺
子
供
た
ち
の
教

育
に
と
っ
て
今
の
方
法
の
ほ

う
が
い
い
と
判
断
し
た
。

仁
科
議
員
　
そ
の
他
の
質
問

・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
キ

　
ャ
ン
プ
場
の
利
用
は

・
公
会
堂
整
備
補
助
金
は
条

　
例
上
対
象
の
も
の
か

・
バ
ス
代
替
運
行
負
担
金

・
駐
車
場
管
理
委
託
料
は
１

　
人
体
制
で
モ
ニ
タ
ー
に
し

　
た
ら
ど
う
か

・
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

　
の
増
額
理
由

・
松
く
い
虫
対
策
は

・
仁
科
財
団
補
助
金

・
山
陽
高
校
・
興
譲
館
高
校

　
の
補
助
金
の
内
容

仁
科
議
員

町

　長

教
育
長

総
務
課
長

特
別
職
の
日
額
報
酬
（
条
例
）

変
更
前
と
変
更
後
の
額
は

　
　
　
　
　
変
更
前
と
変
更

後
の
額
は
。

　
　
　
　
　
変
え
る
も
の
の

新
旧
は
、

選
挙
長

「
１
万
６
０
０
０
円
」　
　

　
　
↓「
１
万
３
０
０
０
円
」

投
票
管
理
者

「
１
万
６
０
０
０
円
」

　
　
↓「
１
万
３
０
０
０
円
」

開
票
管
理
者

「
１
万
６
０
０
０
円
」

　
　
↓「
１
万
３
０
０
０
円
」

投
票
立
会
人

「
１
万
５
０
０
０
円
」

　
　
↓「
１
万
２
０
０
０
円
」

　
開
票
立
会
人
「
１
万
円
」

及
び
選
挙
立
会
人
「
１
万
円
」

は
、
据
え
置
き
。

髙
田
議
員
　
そ
の
他
の
質
問

・
各
職
員
の
月
の
会
合
回
数

髙
田
議
員

総
務
課
長
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質
　
疑

浅
口
市
と
の
協
調
は
別
に
考
え
る
べ
き

留
守
番
は
費
用
対
効
果
を
考
え
て

元
気
づ
く
り
事
業
の
町
へ
の
影
響
は

５
年
間
で
３
０
０
０
万
円
も
増
額

　
　
　
　
　
❶
被
害
者
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
岡
山
へ
の
補

助
金
２
万
３
０
０
０
円
計
上

の
経
緯
と
、
金
額
の
根
拠
は
。

　
岡
山
に
は
Ｄ
Ⅴ
被
害
者
の

支
援
の
会
、
さ
ん
か
く
ナ
ビ
、

岡
山
い
の
ち
の
電
話
の
会
が

あ
る
。
要
望
が
あ
れ
ば
、
対

応
す
る
か
。

❷
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
応
援
交

流
会
関
係
費
用
に
10
万
３
０

０
０
円
計
上
し
て
い
る
。　

　
対
象
者
は
何
人
で
、
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

❸
里
見
川
荘
の
予
算
の
、
人

件
費
委
託
料
２
億
６
５
８
６

万
円
は
、
昨
年
よ
り
７
０
０

万
円
の
ア
ッ
プ
。
５
年
間
で

　
老
後
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
講
演
を
聞
き
、
健
康
劇
を

観
た
り
、
各
団
体
の
紹
介
、

交
流
会
等
を
行
っ
た
。

　
25
年
度
予
算
は
、
50
人
分
。

　
　
　
　
❸
処
遇
改
善
の
交

付
金
が
、
21
年
度
か
ら
５
０

０
万
円
前
後
上
乗
せ
に
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
人
件
費
の
ア
ッ
プ

や
、
22
年
度
ま
で
10
％
だ
っ

た
管
理
費
を
23
年
度
か
ら
12

％
に
し
た
等
に
よ
る
。

　
管
理
費
に
は
、
募
集
事
務
、

チ
ラ
シ
、
利
潤
を
含
む
。

　
人
件
費
、
法
定
福
利
費
は
、

年
度
末
に
精
算
し
て
い
る
。

約
３
０
０
０
万
円
も
増
額
し

て
い
る
。
入
所
者
数
や
職
員

数
に
余
り
変
動
が
な
い
の
に
、

な
ぜ
か
。

　
き
ち
ん
と
精
査
し
て
支
払

う
べ
き
。

　
職
員
募
集
チ
ラ
シ
に
は
、

里
見
川
荘
と
国
定
病
院
等
、

一
緒
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
❶
補
助
金
は
要

望
が
あ
り
、
町
村
会
が
決
定

し
た
額
だ
。

　
さ
ん
か
く
ナ
ビ
、
い
の
ち

の
電
話
等
は
、
要
望
が
あ
れ

ば
、
そ
の
都
度
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
24
年
度

は
、
対
象
者
１
５
１
名
で
、

出
席
は
24
人
だ
っ
た
。

岡
村
議
員

平
成
25
年
度
予
算
総
括

　
　
　
　
　
❶
代
替
え
運
行

し
て
い
る
バ
ス
の
利
用
者
は
、

移
動
が
困
難
な
方
か
。
障
害

者
の
方
は
何
人
の
利
用
か
。

　
利
用
者
は
５
人
程
度
と
聞

く
が
、
納
税
者
の
納
得
を
得

ら
れ
る
か
。

　
浅
口
市
と
の
協
調
は
別
に

考
え
る
べ
き
。

❷
仁
科
財
団
補
助
金
３
１
４

６
万
円
の
内
訳
は
。

❸
３
年
前
の
小
・
中
学
校
の

教
室
に
冷
暖
房
設
備
の
設
置

を
求
め
る
意
見
書
は
、
全
く

対
応
し
て
い
な
い
。
執
行
部

は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
バ
ス
利

用
者
は
、
沿
線
沿
い
の
企
業

に
通
勤
す
る
障
害
者
が
多
か

っ
た
（
５
〜
６
名
中
４
人
ぐ

ら
い
）。

　
浅
口
市
と
の
共
同
運
行
な

の
で
、
25
年
度
は
、
無
償
運

行
で
続
け
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
企
業
の
方
も

含
め
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
こ
れ
ま

で
予
算
化
し
て
い
た
も
の
、

今
回
の
公
益
法
人
移
行
に
当

た
り
増
額
と
な
る
も
の
な
ど
。

　
実
質
的
に
増
え
た
の
は
、
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３
０
万
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程
度
で
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移
行

に
係
る
費
用
、
公
用
車
の
購

入
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等
。

　
　
　
　
❸
ク
ー
ラ
ー
設
置

は
、
試
算
す
る
と
随
分
と
額

が
大
き
い
の
で
、
扇
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機
で

我
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。

岡
本
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の
他
の
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の
当
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予
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条
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の
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に
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人
が
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業
分
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金
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万
円
は
、

ど
こ
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が
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万
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程
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て
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る
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由
は
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。

　
　
　
　
　
　
　
❺
平
成
26

年
度
に
給
食
調
理
場
の
改
修

工
事
を
予
定
。

髙
田
議
員
　
そ
の
他
の
質
問

・
ア
ス
ベ
ス
ト
改
修
事
業
費

・
狭
隘
道
路
整
備
事
業
費
補

　
助
金

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

　
助
の
基
数

・
火
の
見
や
ぐ
ら
２
基
の
撤

　
去

・
消
火
栓
工
事
費
負
担
金

・
西
小
の
公
共
下
水
道
接
続

　
及
び
浄
化
槽
抜
き
取
り

・
図
書
館
の
図
書
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

髙
田
議
員

農
林
建
設
課
長

企
画
商
工
課
長

教
委
事
務
局
長

　
　
　
　
　
❶
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
５
０
０
０
億
円
、

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業
３

０
０
０
億
円
が
決
ま
っ
て
い

る
が
、
本
町
へ
の
影
響
は
。

❷
給
与
の
削
減
、
退
職
手
当

の
削
減
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

❸
経
常
収
支
比
率
は
今
後
高

く
な
り
、
財
政
硬
直
化
が
進

む
と
予
想
さ
れ
る
が
、
対
策

は
。

❹
公
有
財
産
購
入
費
約
５
８

５
万
円
と
、
補
償
補
填
賠
償

金
５
７
０
万
の
内
容
は
。

❺
英
語
指
導
者
派
遣
委
託
料

は
、
自
治
体
国
際
化
協
会
か

ら
の
派
遣
を
受
け
た
ら
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
❶
現
段
階
で
は

当
町
へ
の
影
響
は
わ
か
ら
な

い
。

❷
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
超

過
部
分
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
解

消
の
た
め
、
引
き
下
げ
を
実

施
。

❸
平
成
27
年
度
か
ら
下
水
道

工
事
を
半
減
し
対
応
す
る
。

❹
図
書
館
北
の
民
家
の
土
地

及
び
建
物
、
耕
作
物
、
立
木

等
の
購
入
費
。

　
Ｂ
型
支
援
の
四
つ
葉
の
家

の
作
業
場
と
駐
車
場
の
予
定
。

　
　
　
　
❶
補
助
対
策
に
な

る
も
の
を
探
し
て
い
く
。

　
　
　
　
❺
子
供
た
ち
の
教

育
に
と
っ
て
今
の
方
法
の
ほ

う
が
い
い
と
判
断
し
た
。

仁
科
議
員
　
そ
の
他
の
質
問

・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
キ

　
ャ
ン
プ
場
の
利
用
は

・
公
会
堂
整
備
補
助
金
は
条

　
例
上
対
象
の
も
の
か

・
バ
ス
代
替
運
行
負
担
金

・
駐
車
場
管
理
委
託
料
は
１

　
人
体
制
で
モ
ニ
タ
ー
に
し

　
た
ら
ど
う
か

・
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

　
の
増
額
理
由

・
松
く
い
虫
対
策
は

・
仁
科
財
団
補
助
金

・
山
陽
高
校
・
興
譲
館
高
校

　
の
補
助
金
の
内
容

仁
科
議
員

町

　長

教
育
長

総
務
課
長

特
別
職
の
日
額
報
酬
（
条
例
）

変
更
前
と
変
更
後
の
額
は

　
　
　
　
　
変
更
前
と
変
更

後
の
額
は
。

　
　
　
　
　
変
え
る
も
の
の

新
旧
は
、

選
挙
長

「
１
万
６
０
０
０
円
」　
　

　
　
↓「
１
万
３
０
０
０
円
」

投
票
管
理
者

「
１
万
６
０
０
０
円
」

　
　
↓「
１
万
３
０
０
０
円
」

開
票
管
理
者

「
１
万
６
０
０
０
円
」

　
　
↓「
１
万
３
０
０
０
円
」

投
票
立
会
人

「
１
万
５
０
０
０
円
」

　
　
↓「
１
万
２
０
０
０
円
」

　
開
票
立
会
人
「
１
万
円
」

及
び
選
挙
立
会
人
「
１
万
円
」

は
、
据
え
置
き
。

髙
田
議
員
　
そ
の
他
の
質
問

・
各
職
員
の
月
の
会
合
回
数

髙
田
議
員

総
務
課
長
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武
道
館
の
資
産

は
、
財
団
か
ら
町
に
い
つ
受

け
入
れ
る
の
か
。

　
手
続
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
資
産
と
し
て
受
け
入
れ
る

場
合
、
評
価
計
算
は
。

　
使
用
料
の
額
は
、
今
ま
で

と
同
じ
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
４
月
に
、

県
の
官
報
に
解
散
の
公
告
を

し
て
い
く
。

　
そ
の
後
、
登
記
を
行
い
、

登
記
完
了
全
部
事
項
証
明
閉

鎖
事
項
を
県
知
事
へ
提
出
し

仁
科
議
員

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
各
基
準（
条
例
）

武
道
館
施
設
を
町
の
施
設
と
す
る
（
条
例
）

武
道
館
の
使
用
料
は
同
じ
か

独
自
に
変
え
た
も
の
は

駅前コミュニティーセンター

武道館

教
委
事
務
局
長

　
　
　
　
　
こ
の
基
準
は
参

酌
す
べ
き
基
準
の
と
お
り
か
。

　
　
　
　
　
　
　
参
酌
す
べ

き
基
準
ど
お
り
が
ほ
と
ん
ど
。

仁
科
議
員

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
各
基
準（
条
例
）

参
酌
す
べ
き
基
準
ど
お
り
か

教
委
事
務
局
長

　
　
　
　
　
道
路
の
構
造
上

の
制
限
や
設
計
基
準
が
出
て

い
る
。
国
、
県
の
基
準
と
違

　
責
任
が
全
て
町
へ
下
り
て

く
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
高
速
道
路

等
、
町
に
は
考
え
ら
れ
な
い

基
準
以
外
は
、
県
、
国
政
令

と
同
じ
。

　
審
査
が
複
雑
に
な
る
も
の

で
は
な
い
。
町
の
条
例
に
な

っ
て
も
、
責
任
を
負
う
も
の

で
は
な
い
。

う
か
、
町
に
合
っ
て
い
る
か
。

　
業
者
か
ら
出
た
も
の
を
町

は
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
の
か
。

髙
田
議
員

道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等（
条
例
）

町
に
合
っ
た
基
準
か

　
　
　
　
　
従
う
べ
き
基
準
、

標
準
、
参
酌
す
べ
き
基
準
は

ど
れ
か
。

　
独
自
に
町
と
し
て
変
え
た

も
の
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
厚
労
省
で

定
め
ら
れ
た
基
準
に
従
い
制

定
し
た
。

　
町
外
の
事
業
所
か
ら
の
指

定
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、

そ
の
事
業
所
が
あ
る
市
町
村

の
基
準
を
用
い
る
。

　
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
規

定
す
る
も
の
が
法
人
の
役
員

等
で
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り

で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

仁
科
議
員

健
康
福
祉
課
長

１
週
間
前
に
渡
さ
れ
て
何
の
説
明
も
な
い

　
　
　
　
　
１
週
間
前
に
渡

さ
れ
て
何
の
説
明
も
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

　
議
会
を
通
す
に
は
責
任
が

あ
る
。
採
決
で
き
な
い
。

　
　
　
　
今
後
は
、
で
き
る

だ
け
説
明
し
て
本
会
議
に
入

り
た
い
。

た
後
、
町
へ
財
産
を
寄
附
す

る
。

　
財
産
は
９
月
定
例
会
に
向

け
て
上
程
し
て
い
く
。

　
資
産
は
、
基
本
財
産
が
２

１
０
０
万
円
、
不
動
産
運
用

財
産
は
、
評
価
額
で
５
３
１

４
万
６
３
５
０
円
。
流
動
財

産
は
71
万
４
０
０
０
円
あ
る
。

　
使
用
料
は
、
現
在
と
変
わ

ら
な
い
。

髙
田
議
員

町

　長

農
林
建
設
課
長

　
　
　
　
　
新
設
の
場
合
だ

け
な
の
か
、
改
良
は
含
ま
れ

な
い
の
か
。

　
　
　
　
基
本
的
な
こ
と
を

定
め
て
い
る
も
の
で
、
ロ
ー

カ
ル
的
な
も
の
は
、
当
然
ケ

ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
弾

力
的
に
運
用
し
て
い
く
。

仁
科
議
員

改
良
は
含
ま
れ
な
い
の
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
は
都
市
公
園
に

理

　事

　
　
　
　
　
町
に
は
、
都
市

公
園
が
幾
つ
あ
る
の
か
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
が
町
に

は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
都
市

公
園
に
し
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
参
酌
す
べ
き
基
準

ど
お
り
か
。

　
　
　
　
　
　
　
都
市
公
園

は
１
個
あ
る
。

　
本
町
の
考
え
方
の
流
れ
で

都
市
公
園
に
位
置
づ
け
る
こ

と
は
議
論
し
て
い
な
い
。

　
全
て
参
酌
基
準
ど
お
り
。

仁
科
議
員

都
市
公
園
の
配
置
及
び
規
模
等
に
関
す
る
基
準（
条
例
）

農
林
建
設
課
長

町
独
自
で
変
え
た
部
分
は

　
　
　
　
　
地
域
の
自
主
性

・
自
立
性
を
高
め
る
た
め
、

法
律
で
制
度
改
正
が
あ
っ
た
。

　
分
権
法
で
、
地
方
団
体
で

条
例
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
国
の
基
準
や
指
導
の

考
え
方
は
。

　
参
酌
す
べ
き
基
準
と
、
町

独
自
で
変
え
た
部
分
は
。

　
　
　
　
　
地
方
公
共
団
体

の
自
治
事
務
に
対
す
る
義
務

づ
け
、
枠
づ
け
の
見
直
し
に

係
る
都
市
計
画
法
等
の
１
６

０
の
法
律
と
、
都
道
府
県
か

ら
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移

譲
に
係
る
47
法
律
が
、
一
括

し
て
改
正
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
図
書
館
法

が
改
正
さ
れ
、
図
書
館
協
議

会
の
設
置
、
そ
の
委
員
の
任

命
の
基
準
や
定
数
及
び
任
期
、

そ
の
他
図
書
館
協
議
会
に
関

し
、
必
要
な
事
項
は
、
条
例

で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
く
な

っ
た
。

　
参
酌
基
準
に
、「
教
育
委

員
会
が
適
当
と
認
め
る
も
の
」

を
追
加
し
た
。

仁
科
議
員

教
委
事
務
局
長

総
務
課
長

図
書
館
運
営
協
議
会
の
委
嘱
基
準
（
条
例
）

な
ぜ
全
文
改
正
な
の
か

　
　
　
　
　
地
方
分
権
で
事

務
を
お
ろ
し
て
く
る
。
町
で

対
応
で
き
な
い
こ
と
は
、
意

見
を
国
や
県
へ
出
す
べ
き
で

あ
る
。

　
な
ぜ
、
全
文
改
正
な
の
か
、

新
旧
表
が
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。

　
開
館
時
間
ま
で
条
例
で
決

め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
基
本
的
に
で
き
る

だ
け
自
治
体
に
任
せ
て
い
く

方
向
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
は
対
応
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
、
町
村
会
と
か

で
協
議
し
た
中
で
決
め
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　「
並
び
に

学
識
経
験
者
の
中
か
ら
」
を

追
加
。

　
開
館
時
間
は
、
中
央
公
民

館
、
西
公
民
館
、
東
公
民
館

を
、
８
時
30
分
か
ら
５
時
15

分
ま
で
に
統
一
し
て
い
く
。

仁
科
議
員

教
委
事
務
局
長

町

　長

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
基
準（
条
例
）

駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
の
所
属
は

　
　
　
　
　
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
ど
こ
に

所
属
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
と

し
て
の
位
置
づ
け
で
は
考
え

て
い
な
い
。

　
維
持
管
理
は
教
育
委
員
会

で
行
う
。

辻
田
議
員

教
委
事
務
局
長

報
酬
審
議
会
は
何
を
審
議
す
る
の
か

　
　
　
　
　
周
辺
の
市
町
村

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
役
場
職
員
の
投
票
立
会
人

に
も
報
酬
を
支
給
し
て
い
る

の
か
。

　
特
別
職
の
報
酬
審
議
会
で

は
、
何
を
審
議
す
る
の
か
。

　
幼
稚
園
の
園
長
は
小
学
校

の
校
長
が
兼
ね
て
い
る
。
二

重
払
い
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　
議
員
の
報
酬
と
町

長
及
び
副
町
長
の
給
料
を
審

議
す
る
。

　
国
、
県
の
委
託
基
準
額
は

決
ま
っ
て
い
る
。

　
他
の
市
町
村
に
は
、
差
が

あ
り
、
県
、
国
の
委
託
基
準

額
で
決
め
て
い
る
市
も
あ
る
。

　
町
は
一
度
に
国
基
準
ど
お

り
に
変
え
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
、
３
０
０
０
円
程
度
低

く
提
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
園
長
手
当

は
、
年
額
９
万
円
出
し
て
い

る
。

　
二
重
払
い
と
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
　
　
　
職
員
が
立
会
人

と
し
て
当
た
る
と
き
も
、
立

会
人
の
報
酬
を
払
っ
て
い
る
。

仁
科
議
員

町

　長

教
委
事
務
局
長

総
務
課
長
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武
道
館
の
資
産

は
、
財
団
か
ら
町
に
い
つ
受

け
入
れ
る
の
か
。

　
手
続
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
資
産
と
し
て
受
け
入
れ
る

場
合
、
評
価
計
算
は
。

　
使
用
料
の
額
は
、
今
ま
で

と
同
じ
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
４
月
に
、

県
の
官
報
に
解
散
の
公
告
を

し
て
い
く
。

　
そ
の
後
、
登
記
を
行
い
、

登
記
完
了
全
部
事
項
証
明
閉

鎖
事
項
を
県
知
事
へ
提
出
し

仁
科
議
員

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
各
基
準（
条
例
）

武
道
館
施
設
を
町
の
施
設
と
す
る
（
条
例
）

武
道
館
の
使
用
料
は
同
じ
か

独
自
に
変
え
た
も
の
は

駅前コミュニティーセンター

武道館

教
委
事
務
局
長

　
　
　
　
　
こ
の
基
準
は
参

酌
す
べ
き
基
準
の
と
お
り
か
。

　
　
　
　
　
　
　
参
酌
す
べ

き
基
準
ど
お
り
が
ほ
と
ん
ど
。

仁
科
議
員

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
各
基
準（
条
例
）

参
酌
す
べ
き
基
準
ど
お
り
か

教
委
事
務
局
長

　
　
　
　
　
道
路
の
構
造
上

の
制
限
や
設
計
基
準
が
出
て

い
る
。
国
、
県
の
基
準
と
違

　
責
任
が
全
て
町
へ
下
り
て

く
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
高
速
道
路

等
、
町
に
は
考
え
ら
れ
な
い

基
準
以
外
は
、
県
、
国
政
令

と
同
じ
。

　
審
査
が
複
雑
に
な
る
も
の

で
は
な
い
。
町
の
条
例
に
な

っ
て
も
、
責
任
を
負
う
も
の

で
は
な
い
。

う
か
、
町
に
合
っ
て
い
る
か
。

　
業
者
か
ら
出
た
も
の
を
町

は
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
の
か
。

髙
田
議
員

道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等（
条
例
）

町
に
合
っ
た
基
準
か

　
　
　
　
　
従
う
べ
き
基
準
、

標
準
、
参
酌
す
べ
き
基
準
は

ど
れ
か
。

　
独
自
に
町
と
し
て
変
え
た

も
の
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
厚
労
省
で

定
め
ら
れ
た
基
準
に
従
い
制

定
し
た
。

　
町
外
の
事
業
所
か
ら
の
指

定
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、

そ
の
事
業
所
が
あ
る
市
町
村

の
基
準
を
用
い
る
。

　
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
規

定
す
る
も
の
が
法
人
の
役
員

等
で
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り

で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

仁
科
議
員

健
康
福
祉
課
長

１
週
間
前
に
渡
さ
れ
て
何
の
説
明
も
な
い

　
　
　
　
　
１
週
間
前
に
渡

さ
れ
て
何
の
説
明
も
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

　
議
会
を
通
す
に
は
責
任
が

あ
る
。
採
決
で
き
な
い
。

　
　
　
　
今
後
は
、
で
き
る

だ
け
説
明
し
て
本
会
議
に
入

り
た
い
。

た
後
、
町
へ
財
産
を
寄
附
す

る
。

　
財
産
は
９
月
定
例
会
に
向

け
て
上
程
し
て
い
く
。

　
資
産
は
、
基
本
財
産
が
２

１
０
０
万
円
、
不
動
産
運
用

財
産
は
、
評
価
額
で
５
３
１

４
万
６
３
５
０
円
。
流
動
財

産
は
71
万
４
０
０
０
円
あ
る
。

　
使
用
料
は
、
現
在
と
変
わ

ら
な
い
。

髙
田
議
員

町

　長

農
林
建
設
課
長

　
　
　
　
　
新
設
の
場
合
だ

け
な
の
か
、
改
良
は
含
ま
れ

な
い
の
か
。

　
　
　
　
基
本
的
な
こ
と
を

定
め
て
い
る
も
の
で
、
ロ
ー

カ
ル
的
な
も
の
は
、
当
然
ケ

ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
弾

力
的
に
運
用
し
て
い
く
。

仁
科
議
員

改
良
は
含
ま
れ
な
い
の
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
は
都
市
公
園
に

理

　事

　
　
　
　
　
町
に
は
、
都
市

公
園
が
幾
つ
あ
る
の
か
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
が
町
に

は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
都
市

公
園
に
し
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
参
酌
す
べ
き
基
準

ど
お
り
か
。

　
　
　
　
　
　
　
都
市
公
園

は
１
個
あ
る
。

　
本
町
の
考
え
方
の
流
れ
で

都
市
公
園
に
位
置
づ
け
る
こ

と
は
議
論
し
て
い
な
い
。

　
全
て
参
酌
基
準
ど
お
り
。

仁
科
議
員

都
市
公
園
の
配
置
及
び
規
模
等
に
関
す
る
基
準（
条
例
）

農
林
建
設
課
長

町
独
自
で
変
え
た
部
分
は

　
　
　
　
　
地
域
の
自
主
性

・
自
立
性
を
高
め
る
た
め
、

法
律
で
制
度
改
正
が
あ
っ
た
。

　
分
権
法
で
、
地
方
団
体
で

条
例
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
国
の
基
準
や
指
導
の

考
え
方
は
。

　
参
酌
す
べ
き
基
準
と
、
町

独
自
で
変
え
た
部
分
は
。

　
　
　
　
　
地
方
公
共
団
体

の
自
治
事
務
に
対
す
る
義
務

づ
け
、
枠
づ
け
の
見
直
し
に

係
る
都
市
計
画
法
等
の
１
６

０
の
法
律
と
、
都
道
府
県
か

ら
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移

譲
に
係
る
47
法
律
が
、
一
括

し
て
改
正
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
図
書
館
法

が
改
正
さ
れ
、
図
書
館
協
議

会
の
設
置
、
そ
の
委
員
の
任

命
の
基
準
や
定
数
及
び
任
期
、

そ
の
他
図
書
館
協
議
会
に
関

し
、
必
要
な
事
項
は
、
条
例

で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
く
な

っ
た
。

　
参
酌
基
準
に
、「
教
育
委

員
会
が
適
当
と
認
め
る
も
の
」

を
追
加
し
た
。

仁
科
議
員

教
委
事
務
局
長

総
務
課
長

図
書
館
運
営
協
議
会
の
委
嘱
基
準
（
条
例
）

な
ぜ
全
文
改
正
な
の
か

　
　
　
　
　
地
方
分
権
で
事

務
を
お
ろ
し
て
く
る
。
町
で

対
応
で
き
な
い
こ
と
は
、
意

見
を
国
や
県
へ
出
す
べ
き
で

あ
る
。

　
な
ぜ
、
全
文
改
正
な
の
か
、

新
旧
表
が
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。

　
開
館
時
間
ま
で
条
例
で
決

め
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
基
本
的
に
で
き
る

だ
け
自
治
体
に
任
せ
て
い
く

方
向
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
は
対
応
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
、
町
村
会
と
か

で
協
議
し
た
中
で
決
め
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　「
並
び
に

学
識
経
験
者
の
中
か
ら
」
を

追
加
。

　
開
館
時
間
は
、
中
央
公
民

館
、
西
公
民
館
、
東
公
民
館

を
、
８
時
30
分
か
ら
５
時
15

分
ま
で
に
統
一
し
て
い
く
。

仁
科
議
員

教
委
事
務
局
長

町

　長

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
基
準（
条
例
）

駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
の
所
属
は

　
　
　
　
　
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
ど
こ
に

所
属
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
と

し
て
の
位
置
づ
け
で
は
考
え

て
い
な
い
。

　
維
持
管
理
は
教
育
委
員
会

で
行
う
。

辻
田
議
員

教
委
事
務
局
長

報
酬
審
議
会
は
何
を
審
議
す
る
の
か

　
　
　
　
　
周
辺
の
市
町
村

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
役
場
職
員
の
投
票
立
会
人

に
も
報
酬
を
支
給
し
て
い
る

の
か
。

　
特
別
職
の
報
酬
審
議
会
で

は
、
何
を
審
議
す
る
の
か
。

　
幼
稚
園
の
園
長
は
小
学
校

の
校
長
が
兼
ね
て
い
る
。
二

重
払
い
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　
議
員
の
報
酬
と
町

長
及
び
副
町
長
の
給
料
を
審

議
す
る
。

　
国
、
県
の
委
託
基
準
額
は

決
ま
っ
て
い
る
。

　
他
の
市
町
村
に
は
、
差
が

あ
り
、
県
、
国
の
委
託
基
準

額
で
決
め
て
い
る
市
も
あ
る
。

　
町
は
一
度
に
国
基
準
ど
お

り
に
変
え
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
、
３
０
０
０
円
程
度
低

く
提
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
園
長
手
当

は
、
年
額
９
万
円
出
し
て
い

る
。

　
二
重
払
い
と
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
　
　
　
職
員
が
立
会
人

と
し
て
当
た
る
と
き
も
、
立

会
人
の
報
酬
を
払
っ
て
い
る
。

仁
科
議
員

町

　長

教
委
事
務
局
長

総
務
課
長



̶ 10 ̶̶ 11 ̶里庄町議会だより　No.72 里庄町議会だより　No.72

質

　疑
井
溝
川
等
も
準
用
河
川
に

質

　疑

　
　
　
　
　
参
酌
す
べ
き
基

準
ど
お
り
か
。

　
町
内
の
準
用
河
川
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
井
溝
川
等
も
準
用

河
川
に
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
基
準
ど
お

り
。

　
グ
リ
ー
ン
ク
レ
ス
ト
を
下

り
た
と
こ
ろ
の
中
川
で
、
５

０
０
ｍ
の
区
間
が
準
用
河
川
。

　
今
後
研
究
等
が
必
要
。

仁
科
議
員

農
林
建
設
課
長

管
理
道
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
か

　
　
　
　
　
管
理
道
も
、
こ

の
条
例
に
当
て
は
ま
る
の
か
。

　
河
川
底
よ
り
上
の
地
点
で

宅
造
の
基
礎
が
さ
れ
る
と
、

河
川
改
修
の
時
も
た
な
い
。

　
そ
う
い
う
こ
と
に
も
効
力

を
発
揮
す
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
熟
知
し
て

い
な
い
。

　
開
発
要
綱
等
で
指
導
す
る
。

岡
本
議
員

農
林
建
設
課
長

一
般
世
帯
は
な
ぜ
下
げ
な
い

新
築
な
ど
も
許
可
す
る
の
か

中
川
だ
け
の
理
由
は

老
人
と
若
い
人
が
触
れ
合
う
住
宅
を

　
　
　
　
　
中
川
だ
け
が
条

例
に
ひ
っ
か
か
る
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　
い
き
さ
つ

は
、
知
ら
な
い
。

原
田
議
員

農
林
建
設
課
長

　
　
　
　
　
河
川
区
域
内
に
、

工
作
物
の
新
築
・
改
築
や
、

竹
木
の
栽
植
も
許
可
す
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
碑
や
橋
を

か
け
る
場
合
に
許
可
を
出
す
。

　
　
　
　
維
持
管
理
上
支
障

な
い
範
囲
と
理
解
さ
れ
た
い
。

髙
田
議
員

農
林
建
設
課
長

　
　
　
　
　
新
し
く
建
て
る

計
画
は
あ
る
か
。

　
焼
山
の
土
地
は
、
何
の
た

め
に
購
入
し
た
の
か
。

　
老
人
と
若
い
人
が
触
れ
合

う
住
宅
を
検
討
す
べ
き
。

　
　
　
　
計
画
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
。

　
以
前
町
営
住
宅
の
計
画
が

あ
っ
た
土
地
だ
と
思
う
。

　
空
き
マ
ン
シ
ョ
ン
等
多
い

の
で
、
借
り
上
げ
る
か
検
討

し
た
い
。

平
野
議
員

準
用
河
川
の
施
設
構
造
管
理
の
基
準（
条
例
）

老
朽
住
宅
の
管
理
は

辻
田
議
員
　
入
居
者
の
人
数

等
は
確
認
で
き
て
い
る
か
。

老
朽
住
宅
の
管
理
は
い
か
に

す
べ
き
か
。
入
居
者
は
把
握

し
て
い
る
か
。

　
退
去
後
は
、
速
や
か
に
撤

去
し
、
臨
時
駐
車
場
や
広
場

と
し
て
使
用
さ
せ
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
毎
年
こ
の

時
期
に
確
認
し
て
い
る
。

　
退
去
時
に
順
次
取
壊
し
の

方
針
。

辻
田
議
員

農
林
建
設
課
長

町
営
住
宅
の
入
居
収
入
基
準（
条
例
）

理

　事

町

　長

　
　
　
　
　
入
居
条
件
に
、

「
現
に
同
居
し
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
」
と
あ
る

が
、
解
釈
は
。

　
一
般
世
帯
は
、
な
ぜ
下
げ

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
し
く
入

る
際
は
、
同
居
が
基
本
。

　
一
般
世
帯
の
15
万
８
０
０

０
円
は
、
国
の
基
準
額
ど
お

り
で
、
こ
れ
が
妥
当
と
い
う

の
が
、
標
準
的
な
考
え
方
。

　
低
所
得
者
等
の
21
万
４
０

０
０
円
は
、
従
来
の
政
令
の

基
準
額
で
、
岡
山
県
下
で
は

大
半
が
そ
う
し
て
い
る
。

髙
田
議
員

農
林
建
設
課
長

下
水
道
事
業
は
安
く
上
げ
る
べ
き

　
　
　
　
　
受
益
者
負
担
は
、

全
国
で
は
ど
う
な
の
か
。

　
下
水
道
事
業
は
何
と
し
て

も
安
く
上
げ
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
は
負

担
金
を
取
っ
て
い
な
い
。
近

隣
の
市
町
村
は
受
益
者
負
担

金
が
あ
る
。

　
下
水
道
協
会
の
細
か
い
運

用
指
針
に
よ
り
、
実
際
に
運

用
し
て
い
る
。

仁
科
議
員

上
下
水
道
課
長

被
害
が
出
た
ら
ど
う
す
る

　
　
　
　
　
今
ま
で
は
水
道

使
用
者
が
拒
む
こ
と
が
で
き

た
給
水
装
置
の
利
用
を
、「
拒

む
こ
と
が
で
き
な
い
」
に
改

め
て
、
被
害
が
で
た
ら
ど
う

す
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
緊
急
時
、

災
害
時
等
に
対
応
で
き
な
い

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
た
め
、
改
め
る
。
利

用
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
。

岡
本
議
員

上
下
水
道
課
長

　
　
　
　
　
受
益
者
負
担
は
、

駐
車
場
や
資
材
置
き
場
は
猶

予
す
べ
き
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
は
電
解
腐

食
で
穴
が
あ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
農
地
は
徴

収
猶
予
す
る
が
、
駐
車
場
は

受
益
が
あ
り
、
負
担
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　
地
中
の
も
の
は
ス
テ
ン
レ

ス
等
は
使
っ
て
い
な
い
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を
接

続
す
る
部
分
等
が
硫
化
水
素

に
よ
り
腐
食
し
や
す
い
。
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
等
で
腐
食
を
防

止
す
る
。

岡
本
議
員

水
道
の
施
設
工
事
監
督
者
の
配
置
な
ど（
条
例
）

受
益
者
負
担
は
安
く

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
は
電
解
腐
食
で
穴
が
あ
く

　
　
　
　
　
受
益
者
負
担
を

安
く
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
受
益
者
負

担
金
は
宅
地
の
面
積
に
か
か

る
。
安
く
は
で
き
な
い
。

平
野
議
員

上
下
水
道
課
長

公
共
下
水
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準（
条
例
）

地
元
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
る

　
　
　
　
　
地
元
の
ニ
ー
ズ

に
は
ど
う
応
え
る
の
か
。

　
水
道
管
と
下
水
道
管
の
同

時
埋
設
の
経
済
効
果
は
。

　
　
　
　
　
　
　
直
接
の
排

水
施
設
で
な
く
て
も
含
む
意

味
。

　
計
画
変
更
で
き
る
範
囲
で
、

ニ
ー
ズ
を
受
け
入
れ
た
い
。

　
水
道
管
布
設
の
費
用
が
そ

の
ま
ま
浮
く
。

辻
田
議
員

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

下水道工事（2号線沿い）

新一年生

中川の準用河川部分
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質

　疑
井
溝
川
等
も
準
用
河
川
に

質

　疑

　
　
　
　
　
参
酌
す
べ
き
基

準
ど
お
り
か
。

　
町
内
の
準
用
河
川
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
井
溝
川
等
も
準
用

河
川
に
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
基
準
ど
お

り
。

　
グ
リ
ー
ン
ク
レ
ス
ト
を
下

り
た
と
こ
ろ
の
中
川
で
、
５

０
０
ｍ
の
区
間
が
準
用
河
川
。

　
今
後
研
究
等
が
必
要
。

仁
科
議
員

農
林
建
設
課
長

管
理
道
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
か

　
　
　
　
　
管
理
道
も
、
こ

の
条
例
に
当
て
は
ま
る
の
か
。

　
河
川
底
よ
り
上
の
地
点
で

宅
造
の
基
礎
が
さ
れ
る
と
、

河
川
改
修
の
時
も
た
な
い
。

　
そ
う
い
う
こ
と
に
も
効
力

を
発
揮
す
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
熟
知
し
て

い
な
い
。

　
開
発
要
綱
等
で
指
導
す
る
。

岡
本
議
員

農
林
建
設
課
長

一
般
世
帯
は
な
ぜ
下
げ
な
い

新
築
な
ど
も
許
可
す
る
の
か

中
川
だ
け
の
理
由
は

老
人
と
若
い
人
が
触
れ
合
う
住
宅
を

　
　
　
　
　
中
川
だ
け
が
条

例
に
ひ
っ
か
か
る
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　
い
き
さ
つ

は
、
知
ら
な
い
。

原
田
議
員

農
林
建
設
課
長

　
　
　
　
　
河
川
区
域
内
に
、

工
作
物
の
新
築
・
改
築
や
、

竹
木
の
栽
植
も
許
可
す
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
碑
や
橋
を

か
け
る
場
合
に
許
可
を
出
す
。

　
　
　
　
維
持
管
理
上
支
障

な
い
範
囲
と
理
解
さ
れ
た
い
。

髙
田
議
員

農
林
建
設
課
長

　
　
　
　
　
新
し
く
建
て
る

計
画
は
あ
る
か
。

　
焼
山
の
土
地
は
、
何
の
た

め
に
購
入
し
た
の
か
。

　
老
人
と
若
い
人
が
触
れ
合

う
住
宅
を
検
討
す
べ
き
。

　
　
　
　
計
画
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
。

　
以
前
町
営
住
宅
の
計
画
が

あ
っ
た
土
地
だ
と
思
う
。

　
空
き
マ
ン
シ
ョ
ン
等
多
い

の
で
、
借
り
上
げ
る
か
検
討

し
た
い
。

平
野
議
員

準
用
河
川
の
施
設
構
造
管
理
の
基
準（
条
例
）

老
朽
住
宅
の
管
理
は

辻
田
議
員
　
入
居
者
の
人
数

等
は
確
認
で
き
て
い
る
か
。

老
朽
住
宅
の
管
理
は
い
か
に

す
べ
き
か
。
入
居
者
は
把
握

し
て
い
る
か
。

　
退
去
後
は
、
速
や
か
に
撤

去
し
、
臨
時
駐
車
場
や
広
場

と
し
て
使
用
さ
せ
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
毎
年
こ
の

時
期
に
確
認
し
て
い
る
。

　
退
去
時
に
順
次
取
壊
し
の

方
針
。

辻
田
議
員

農
林
建
設
課
長

町
営
住
宅
の
入
居
収
入
基
準（
条
例
）

理

　事

町

　長

　
　
　
　
　
入
居
条
件
に
、

「
現
に
同
居
し
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
」
と
あ
る

が
、
解
釈
は
。

　
一
般
世
帯
は
、
な
ぜ
下
げ

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
し
く
入

る
際
は
、
同
居
が
基
本
。

　
一
般
世
帯
の
15
万
８
０
０

０
円
は
、
国
の
基
準
額
ど
お

り
で
、
こ
れ
が
妥
当
と
い
う

の
が
、
標
準
的
な
考
え
方
。

　
低
所
得
者
等
の
21
万
４
０

０
０
円
は
、
従
来
の
政
令
の

基
準
額
で
、
岡
山
県
下
で
は

大
半
が
そ
う
し
て
い
る
。

髙
田
議
員

農
林
建
設
課
長

下
水
道
事
業
は
安
く
上
げ
る
べ
き

　
　
　
　
　
受
益
者
負
担
は
、

全
国
で
は
ど
う
な
の
か
。

　
下
水
道
事
業
は
何
と
し
て

も
安
く
上
げ
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
は
負

担
金
を
取
っ
て
い
な
い
。
近

隣
の
市
町
村
は
受
益
者
負
担

金
が
あ
る
。

　
下
水
道
協
会
の
細
か
い
運

用
指
針
に
よ
り
、
実
際
に
運

用
し
て
い
る
。

仁
科
議
員

上
下
水
道
課
長

被
害
が
出
た
ら
ど
う
す
る

　
　
　
　
　
今
ま
で
は
水
道

使
用
者
が
拒
む
こ
と
が
で
き

た
給
水
装
置
の
利
用
を
、「
拒

む
こ
と
が
で
き
な
い
」
に
改

め
て
、
被
害
が
で
た
ら
ど
う

す
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
緊
急
時
、

災
害
時
等
に
対
応
で
き
な
い

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
た
め
、
改
め
る
。
利

用
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
。

岡
本
議
員

上
下
水
道
課
長

　
　
　
　
　
受
益
者
負
担
は
、

駐
車
場
や
資
材
置
き
場
は
猶

予
す
べ
き
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
は
電
解
腐

食
で
穴
が
あ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
農
地
は
徴

収
猶
予
す
る
が
、
駐
車
場
は

受
益
が
あ
り
、
負
担
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　
地
中
の
も
の
は
ス
テ
ン
レ

ス
等
は
使
っ
て
い
な
い
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を
接

続
す
る
部
分
等
が
硫
化
水
素

に
よ
り
腐
食
し
や
す
い
。
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
等
で
腐
食
を
防

止
す
る
。

岡
本
議
員

水
道
の
施
設
工
事
監
督
者
の
配
置
な
ど（
条
例
）

受
益
者
負
担
は
安
く

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
は
電
解
腐
食
で
穴
が
あ
く

　
　
　
　
　
受
益
者
負
担
を

安
く
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
受
益
者
負

担
金
は
宅
地
の
面
積
に
か
か

る
。
安
く
は
で
き
な
い
。

平
野
議
員

上
下
水
道
課
長

公
共
下
水
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準（
条
例
）

地
元
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
る

　
　
　
　
　
地
元
の
ニ
ー
ズ

に
は
ど
う
応
え
る
の
か
。

　
水
道
管
と
下
水
道
管
の
同

時
埋
設
の
経
済
効
果
は
。

　
　
　
　
　
　
　
直
接
の
排

水
施
設
で
な
く
て
も
含
む
意

味
。

　
計
画
変
更
で
き
る
範
囲
で
、

ニ
ー
ズ
を
受
け
入
れ
た
い
。

　
水
道
管
布
設
の
費
用
が
そ

の
ま
ま
浮
く
。

辻
田
議
員

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

下水道工事（2号線沿い）

新一年生

中川の準用河川部分
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補
正
予
算

1
2
0
0
万
円
の
減
額
理
由
は

　
　
　
　
　
国
庫
負
担
金
で

１
２
０
０
万
円
減
額
し
た
理

由
は
。

　
道
路
新
設
改
良
費
３
０
０

万
円
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
負
担
金
を
余

裕
を
も
っ
て
計
上
し
て
い
た
。

　
児
童
発
達
支
援
事
業
費
負

担
金
も
見
込
み
が
立
ち
に
く

い
状
況
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
３
つ
の
事
業
で
、

実
績
が
少
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
12
月
前
後

に
発
注
し
た
工
事
、
２
２
９

号
線
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
追
加

工
事
、
町
道
の
改
良
工
事
で

予
定
外
の
変
更
が
生
じ
た
等
。

高
田
議
員
　
そ
の
他
の
質
問

・
議
会
費
54
万
円
の
増
加
理

　
由

・
地
籍
調
査
等
登
記
委
託
料

　
の
減
額
理
由

髙
田
議
員

̶ 12 ̶ 里庄町議会だより　No.72

質  

疑

健
康
福
祉
課
長

農
林
建
設
課
長

町
民
課
長

墓
地
設
計
・
工
事
費
の
減
額
は
何

岡
　
　
　
　
公
営
墓
地
建
設

設
計
費
２
０
９
万
円
と
工
事

請
負
費
５
３
７
７
万
円
の
減

額
は
、
何
か
。

　
　
　
　
　
工
事
請
負
費
の

前
払
い
と
、
設
計
監
理
委
託

料
は
中
間
払
い
の
残
り
を
減

額
す
る
も
の
。

岡
村
議
員

町
民
課
長

緊
急
経
済
対
策
の
配
分
は

　
　
　
　
　
国
は
平
成
24
年

度
、
緊
急
経
済
対
策
で
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
１
兆
４

０
０
０
億
円
を
計
上
し
た
。

　
ど
う
い
う
事
業
内
容
で
、

町
に
は
、
幾
ら
配
分
が
あ
る

の
か
。

　
積
立
は
認
め
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
詳
細
な
情
報
が

国
か
ら
来
て
い
な
い
の
で
、

概
要
し
か
わ
か
ら
な
い
。

　
建
設
地
方
債
対
象
事
業
の

地
方
単
独
事
業
及
び
、
建
設

公
債
の
対
象
と
な
る
国
庫
補

助
事
業
に
対
し
、
交
付
さ
れ

る
事
業
で
あ
る
。

　
当
町
は
、
ど
の
程
度
と
な

る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
要
綱
を
み
る
と
、
積
み
立

て
も
可
能
だ
と
考
え
る
。

仁
科
議
員

総
務
課
長

た
め
池
点
検
調
査
費
は
全
額
補
助
か

　
　
　
　
　
た
め
池
点
検
調

査
２
９
０
万
円
は
、
元
気
臨

時
交
付
金
と
関
連
が
あ
る
の

か
。
こ
の
交
付
金
は
ど
う
い

う
仕
組
み
な
の
か
。　

　
た
め
池
点
検
調
査
委
託
料

は
、
全
額
が
補
助
金
と
説
明

が
あ
っ
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
国
の
震
災

対
策
、
農
業
水
利
整
備
事
業

で
あ
る
。

　
地
震
が
起
き
た
と
き
の
被

災
地
が
、
面
積
20
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
た
め
池
29
カ
所
を
、

国
の
全
額
補
助
で
一
斉
点
検

す
る
。

仁
科
議
員

農
林
建
設
課
参
事

な
ぜ
繰
り
越
し
に

　
　
　
　
　
水
路
等
改
修
事

業
費
９
０
０
万
円
と
道
路
新

設
改
良
費
１
０
０
０
万
円
は
、

な
ぜ
繰
り
越
し
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
水
路
は
、

申
友
花
池
の
改
修
工
事
。

　
道
路
新
設
改
良
事
業
は
、

殿
迫
の
水
路
上
に
ふ
た
を
し

て
道
路
を
拡
幅
。
里
見
２
２

７
号
線
と
、
安
広
地
区
の
新

庄
１
４
９
号
線
で
拡
幅
の
工

事
。　

　
　
　
　
　
　
　
24
年
度
か

ら
25
年
度
に
繰
越
明
許
を
行

い
事
業
実
施
す
る
。

仁
科
議
員

農
林
建
設
課
参
事

農
林
建
設
課
長

◎
選
挙
長
、
投
票
管
理
者
、

開
票
管
理
者
、
投
票
立
会
人

の
日
額
報
酬
を
減
額
し
、
分

館
長
と
組
合
長
は
特
別
職
の

非
常
勤
職
員
に
該
当
し
な
い

た
め
、
削
除

◎
財
団
法
人
備
南
武
道
振
興

会
が
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
、

武
道
館
施
設
を
、
町
の
体
育

施
設
と
し
て
管
理
運
営
す
る

た
め
の
条
例
整
備

◎
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会

の
委
員
等
に
関
す
る
条
例
の

う
ち
、「障
害
者
自
立
支
援
法
」

を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及

び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
、

「
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会
」

を
「
障
害
者
認
定
審
査
会
」

に
名
称
変
更

◎
井
笠
地
域
の
５
カ
所
の
協

力
病
院
が
、
休
日
昼
間
の
当

番
日
に
、
内
科
に
加
え
、
外

科
の
２
科
体
制
と
な
る
。
そ

の
体
制
整
備
に
関
す
る
事
務

委
託
の
規
約
の
制
定

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
町

道
路
線
を
廃
道
す
る
に
あ
た

り
、
３
月
12
日
に
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
は
、
昭
和
40
年

ご
ろ
、
同
じ
土
地
の
反
対
側

に
代
替
道
路
を
つ
く
り
、
土

地
提
供
の
か
わ
り
に
交
換
す

る
と
い
う
話
で
し
た
が
、
50

年
近
く
処
理
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
今
回
払
い
下
げ
を
行
い
、

事
務
処
理
を
完
了
す
る
と
の

説
明
を
受
け
、
全
会
一
致
で

認
定
し
ま
し
た
。

建
設
福
祉
委
員
会
で
審
議

町
道
路
線
の
廃
止

24
年
度
補
正
予
算

町
条
例
等

（
賛
成
３
：
反
対
５ 

否
決
）

（
全
会
一
致
で
可
決
）

（
全
会
一
致
で
認
定
）

定例会条 例 （賛成：反対）
臨時会
（賛成：反対） （賛成：反対）

※（可）可決・（否）否決・（不）不承認

　平成23年５月及び８月の地域主権改革一括法により、従来は国の法律、政令、規則等により決めら
れていた各種の基準が、県や町の条例で決められるよう権限が移譲されたことに伴い、関係条例の改
正等を行いました。 

― ―地域密着型介護サービス事業者等の指定に関する基準 ５：３（可）

専決承認

図書館運営協議会の委嘱基準 ３：５（否） ―9：0（可）

公民館運営審議会委員の委嘱基準等 ３：５（否） ―9：0（可）

道路の構造の技術的基準等 ３：５（否） ―9：0（可）

高齢者や障害者が利用する施設や特定道路などの構造等の基準 ３：５（否） ―9：0（可）

高齢者や障害者が利用する特定公園内の各施設の設置基準 ３：５（否） ―9：0（可）

都市公園の配置及び規模等に関する基準 ３：５（否） ―9：0（可）

町が管理する準用河川の施設、構造、管理の基準 ３：５（否） ―9：0（可）

町営住宅の入居収入基準 ３：５（否） ―9：0（可）

水道の敷設工事監督者の配置と資格の基準及び技術管理者の資格基準 ３：５（否） ―9：0（可）

公共下水道の構造の技術上の基準 ３：５（否） ―9：0（可）

３：５（否）地域密着型介護サービスに関する各基準 4：５（否） 4：５（不）

地域密着型介護予防サービスに関する各基準 ３：５（否） 4：５（否） 4：５（不）

3月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　（補正額）

（△1602万円）

（△６２３万円）

（△４４５７万円）

（△２６４万円）

（△７７７万円）

（△６１７５万円）

39億7765万円
12億2521万円
8億6867万円
1億2461万円
　4億6929万円
8億4680万円

一般会計 ( 第７号 )
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
水 道 事 業 会 計
公共下水道事業会計

（全会一致で可決） 町道里見 86号線（大原東地区）
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補
正
予
算

1
2
0
0
万
円
の
減
額
理
由
は

　
　
　
　
　
国
庫
負
担
金
で

１
２
０
０
万
円
減
額
し
た
理

由
は
。

　
道
路
新
設
改
良
費
３
０
０

万
円
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
負
担
金
を
余

裕
を
も
っ
て
計
上
し
て
い
た
。

　
児
童
発
達
支
援
事
業
費
負

担
金
も
見
込
み
が
立
ち
に
く

い
状
況
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
３
つ
の
事
業
で
、

実
績
が
少
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
12
月
前
後

に
発
注
し
た
工
事
、
２
２
９

号
線
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
追
加

工
事
、
町
道
の
改
良
工
事
で

予
定
外
の
変
更
が
生
じ
た
等
。

高
田
議
員
　
そ
の
他
の
質
問

・
議
会
費
54
万
円
の
増
加
理

　
由

・
地
籍
調
査
等
登
記
委
託
料

　
の
減
額
理
由

髙
田
議
員

̶ 12 ̶ 里庄町議会だより　No.72

質  
疑

健
康
福
祉
課
長

農
林
建
設
課
長

町
民
課
長

墓
地
設
計
・
工
事
費
の
減
額
は
何

岡
　
　
　
　
公
営
墓
地
建
設

設
計
費
２
０
９
万
円
と
工
事

請
負
費
５
３
７
７
万
円
の
減

額
は
、
何
か
。

　
　
　
　
　
工
事
請
負
費
の

前
払
い
と
、
設
計
監
理
委
託

料
は
中
間
払
い
の
残
り
を
減

額
す
る
も
の
。

岡
村
議
員

町
民
課
長

緊
急
経
済
対
策
の
配
分
は

　
　
　
　
　
国
は
平
成
24
年

度
、
緊
急
経
済
対
策
で
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
１
兆
４

０
０
０
億
円
を
計
上
し
た
。

　
ど
う
い
う
事
業
内
容
で
、

町
に
は
、
幾
ら
配
分
が
あ
る

の
か
。

　
積
立
は
認
め
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
詳
細
な
情
報
が

国
か
ら
来
て
い
な
い
の
で
、

概
要
し
か
わ
か
ら
な
い
。

　
建
設
地
方
債
対
象
事
業
の

地
方
単
独
事
業
及
び
、
建
設

公
債
の
対
象
と
な
る
国
庫
補

助
事
業
に
対
し
、
交
付
さ
れ

る
事
業
で
あ
る
。

　
当
町
は
、
ど
の
程
度
と
な

る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
要
綱
を
み
る
と
、
積
み
立

て
も
可
能
だ
と
考
え
る
。

仁
科
議
員

総
務
課
長

た
め
池
点
検
調
査
費
は
全
額
補
助
か

　
　
　
　
　
た
め
池
点
検
調

査
２
９
０
万
円
は
、
元
気
臨

時
交
付
金
と
関
連
が
あ
る
の

か
。
こ
の
交
付
金
は
ど
う
い

う
仕
組
み
な
の
か
。　

　
た
め
池
点
検
調
査
委
託
料

は
、
全
額
が
補
助
金
と
説
明

が
あ
っ
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
国
の
震
災

対
策
、
農
業
水
利
整
備
事
業

で
あ
る
。

　
地
震
が
起
き
た
と
き
の
被

災
地
が
、
面
積
20
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
た
め
池
29
カ
所
を
、

国
の
全
額
補
助
で
一
斉
点
検

す
る
。

仁
科
議
員

農
林
建
設
課
参
事

な
ぜ
繰
り
越
し
に

　
　
　
　
　
水
路
等
改
修
事

業
費
９
０
０
万
円
と
道
路
新

設
改
良
費
１
０
０
０
万
円
は
、

な
ぜ
繰
り
越
し
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
水
路
は
、

申
友
花
池
の
改
修
工
事
。

　
道
路
新
設
改
良
事
業
は
、

殿
迫
の
水
路
上
に
ふ
た
を
し

て
道
路
を
拡
幅
。
里
見
２
２

７
号
線
と
、
安
広
地
区
の
新

庄
１
４
９
号
線
で
拡
幅
の
工

事
。　

　
　
　
　
　
　
　
24
年
度
か

ら
25
年
度
に
繰
越
明
許
を
行

い
事
業
実
施
す
る
。

仁
科
議
員

農
林
建
設
課
参
事

農
林
建
設
課
長

◎
選
挙
長
、
投
票
管
理
者
、

開
票
管
理
者
、
投
票
立
会
人

の
日
額
報
酬
を
減
額
し
、
分

館
長
と
組
合
長
は
特
別
職
の

非
常
勤
職
員
に
該
当
し
な
い

た
め
、
削
除

◎
財
団
法
人
備
南
武
道
振
興

会
が
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
、

武
道
館
施
設
を
、
町
の
体
育

施
設
と
し
て
管
理
運
営
す
る

た
め
の
条
例
整
備

◎
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会

の
委
員
等
に
関
す
る
条
例
の

う
ち
、「障
害
者
自
立
支
援
法
」

を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及

び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
、

「
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会
」

を
「
障
害
者
認
定
審
査
会
」

に
名
称
変
更

◎
井
笠
地
域
の
５
カ
所
の
協

力
病
院
が
、
休
日
昼
間
の
当

番
日
に
、
内
科
に
加
え
、
外

科
の
２
科
体
制
と
な
る
。
そ

の
体
制
整
備
に
関
す
る
事
務

委
託
の
規
約
の
制
定

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
町

道
路
線
を
廃
道
す
る
に
あ
た

り
、
３
月
12
日
に
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
は
、
昭
和
40
年

ご
ろ
、
同
じ
土
地
の
反
対
側

に
代
替
道
路
を
つ
く
り
、
土

地
提
供
の
か
わ
り
に
交
換
す

る
と
い
う
話
で
し
た
が
、
50

年
近
く
処
理
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
今
回
払
い
下
げ
を
行
い
、

事
務
処
理
を
完
了
す
る
と
の

説
明
を
受
け
、
全
会
一
致
で

認
定
し
ま
し
た
。

建
設
福
祉
委
員
会
で
審
議

町
道
路
線
の
廃
止

24
年
度
補
正
予
算

町
条
例
等

（
賛
成
３
：
反
対
５ 

否
決
）

（
全
会
一
致
で
可
決
）

（
全
会
一
致
で
認
定
）

定例会条 例 （賛成：反対）
臨時会
（賛成：反対） （賛成：反対）

※（可）可決・（否）否決・（不）不承認

　平成23年５月及び８月の地域主権改革一括法により、従来は国の法律、政令、規則等により決めら
れていた各種の基準が、県や町の条例で決められるよう権限が移譲されたことに伴い、関係条例の改
正等を行いました。 

― ―地域密着型介護サービス事業者等の指定に関する基準 ５：３（可）

専決承認

図書館運営協議会の委嘱基準 ３：５（否） ―9：0（可）

公民館運営審議会委員の委嘱基準等 ３：５（否） ―9：0（可）

道路の構造の技術的基準等 ３：５（否） ―9：0（可）

高齢者や障害者が利用する施設や特定道路などの構造等の基準 ３：５（否） ―9：0（可）

高齢者や障害者が利用する特定公園内の各施設の設置基準 ３：５（否） ―9：0（可）

都市公園の配置及び規模等に関する基準 ３：５（否） ―9：0（可）

町が管理する準用河川の施設、構造、管理の基準 ３：５（否） ―9：0（可）

町営住宅の入居収入基準 ３：５（否） ―9：0（可）

水道の敷設工事監督者の配置と資格の基準及び技術管理者の資格基準 ３：５（否） ―9：0（可）

公共下水道の構造の技術上の基準 ３：５（否） ―9：0（可）

３：５（否）地域密着型介護サービスに関する各基準 4：５（否） 4：５（不）

地域密着型介護予防サービスに関する各基準 ３：５（否） 4：５（否） 4：５（不）

3月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　（補正額）

（△1602万円）

（△６２３万円）

（△４４５７万円）

（△２６４万円）

（△７７７万円）

（△６１７５万円）

39億7765万円
12億2521万円
8億6867万円
1億2461万円
　4億6929万円
8億4680万円

一般会計 ( 第７号 )
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
水 道 事 業 会 計
公共下水道事業会計

（全会一致で可決） 町道里見 86号線（大原東地区）



臨
時
会
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臨
時
会

質  

疑判断・検討できていない

岡本雅道議員

　内容が十分理解できない
ので、良いか悪いかという判
断ができない。
　条例の内容が十分検討で
きていないから、賛成でき
ない。

̶ 14 ̶ 里庄町議会だより　No.72

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

３
月
27
日
の
臨
時
会
で
は
次
の
よ
う
な
質
疑
・
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
答
弁
省
略
）

町
長
の
裁
量
権
は
増
え
な
い

　
　
　
　
　
参
酌
す
べ
き
基

準
な
ど
、
説
明
す
る
こ
と
が

執
行
部
の
責
任
。
早
く
か
ら

説
明
す
べ
き
だ
っ
た
。

　
地
方
分
権
一
括
法
で
、
町

長
の
裁
量
権
が
増
え
る
の
で

は
な
い
。
条
例
は
議
会
が
決

め
る
も
の
。

仁
科
議
員

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準（
条
例
）

質  

疑

4
月
５
日
の
臨
時
会
で
は
専
決
処
分
の
承
認
の
ほ
か
、

町
長
の
退
職
日
の
同
意
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
答
弁
省
略
）

説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
不
親
切

　
　
　
　
　
町
長
と
議
会
が

公
開
の
場
で
討
論
し
、
ど
の

よ
う
な
理
由
で
対
立
し
て
る

の
か
が
分
か
る
よ
う
に
し
て

辞
職
す
る
の
が
、
町
長
の
責

任
。

　
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
さ
ず
、
選
挙
に
持
っ
て
い

く
の
は
不
親
切
。

髙
田
議
員

説
明
し
て
辞
め
る
べ
き

　
　
　
　
　
町
民
が
わ
か
ら

な
い
ま
ま
、
混
乱
さ
せ
た
ま

ま
で
、
出
て
い
く
と
い
う
の

は
解
せ
な
い
。

　
町
長
は
混
乱
さ
せ
た
責
任

を
感
じ
て
い
る
と
言
う
。
実

態
を
町
民
に
説
明
し
て
辞
め

る
べ
き
。
９
日
ま
で
に
で
き

る
の
か
。

仁
科
議
員

町
長
の
退
職
の
期
日
に
関
す
る
同
意

暫
定
で
な
ぜ
20
億
円
か

　
　
　
　
　
暫
定
予
算
が
、

な
ぜ
20
億
円
近
い
の
か
。

　
今
、
議
会
と
執
行
部
が
、

こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
本
当

に
残
念
。
こ
の
ま
ま
で
い
い

は
ず
が
な
い
。
里
見
川
荘
を

社
会
福
祉
協
議
会
で
運
営
す

る
気
持
ち
は
無
い
の
か
。

平
野
議
員

否
決
さ
れ
、な
ぜ
観
桜
会

　
　
　
　
　
暫
定
予
算
な
の

に
緊
急
を
要
す
る
と
思
え
な

い
も
の
が
多
々
あ
る
。

　
当
初
予
算
が
否
決
さ
れ
て

い
る
状
態
で
、
な
ぜ
観
桜
会

の
案
内
を
出
す
の
か
。

髙
田
議
員

全
く
検
討
も
さ
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
観
桜
会
は
自
由

参
加
で
、
何
人
来
る
の
か
わ

か
ら
な
い
。
余
っ
た
弁
当
も

税
金
で
あ
る
。

　
指
摘
し
て
い
た
こ
と
が
全

く
検
討
も
さ
れ
て
い
な
い
。

　
里
見
川
荘
を
社
会
福
祉
協

議
会
へ
持
っ
て
い
か
な
い
か

ら
、
否
決
さ
れ
た
と
考
え
る

な
ら
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。

岡
本
議
員

こ
れ
は
暫
定
予
算
で
は
な
い

　
　
　
　
　
政
策
経
費
は
全

部
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
暫

定
予
算
で
は
な
い
。
暫
定
予

算
と
は
も
っ
と
厳
し
い
も
の
。

　
バ
ス
は
一
般
住
民
が
使
え

な
い
ダ
イ
ヤ
。

　
英
語
教
師
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
か
ら

来
る
と
ろ
く
な
の
は
来
な
い

と
い
う
前
提
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
に
大

変
失
礼
で
あ
る
。

仁
科
議
員

平
成
25
年
度
一
般
会
計
暫
定
予
算

ここが反対！ここが反対！

ここが反対！ここが反対！

ここが反対！

全く耳をかさない！

岡本雅道議員

　自主防災や学校のクーラ
ーの設置などの議会の意見
に全く耳をかさない。　
　このような暫定予算に賛
成できない。

こんな暫定予算はない！

仁科英麿議員

　暫定予算と言いながら、
義務的経費を除いた通年予
算を組もうとしている。　
　３９億円に対して２６億円
を計上しようとしてる。こん
な暫定予算は聞いたことな
い。

（
賛
成
６
：
反
対
３ 

承
認
）

知
ら
ず
に
支
払
っ
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
人
事
管
理
費
は
、

ど
の
よ
う
な
経
費
が
か
か
り
、

萌
生
会
の
も
う
け
分
は
、
幾

ら
ぐ
ら
い
な
の
か
。
知
ら
ず

に
今
ま
で
費
用
を
支
払
っ
て

い
る
の
か
。

岡
村
議
員

５
年
間
で
36
％
上
が
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
一
番
問
題
な
の

は
、
最
近
経
費
が
随
分
上
が

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
人
事
管
理
費
だ
け
を
見
る

と
、
５
年
間
で
36
％
上
が
っ

て
い
る
。　
　
　
　

仁
科
議
員

き
ち
ん
と
し
た
金
額
内
訳
を

　
　
　
　
　
里
見
川
荘
の
人

事
管
理
費
は
、
昔
は
１
７
５

０
万
円
ぐ
ら
い
。
今
は
２
５

３
２
万
円
ぐ
ら
い
に
上
が
っ

て
い
る
。

　
き
ち
ん
と
し
た
金
額
の
内

訳
を
書
面
配
布
し
て
く
れ
な

い
と
納
得
で
き
な
い
。

平
野
議
員

否
決
し
た
予
算
、認
め
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
人
件
費
等
委
託

料
は
20
％
計
上
。
し
か
し
、

否
決
し
た
予
算
の
20
％
で
あ

り
、
認
め
ら
れ
る
わ
け
が
な

い
。　
　

　
萌
生
会
の
利
益
分
が
幾
ら

か
わ
か
ら
ず
、
毎
年
増
額
す

る
の
を
認
め
る
の
は
、
お
か

し
い
。

髙
田
議
員

介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
暫
定
予
算

里見川荘は町のもの

岡村咲津紀議員

　町長は実際に働いてる人の
声を聞いたことがあるのか。
里見川荘は里庄町のもの。
　議員全員の頑張りを真摯
に受けとめず、町長は頑として
萌生会へ。不信感を抱いてい
る。

襟を正してもらいたい

平野敏弘議員

　こんなにも張り合って何
のプラスがあるのか。町長
に襟を正してもらいたい。
　町民の意見をここで言う
のが我々の仕事。出した案
を頭から蹴るようなことを
するトップはだめだ。
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質  

疑判断・検討できていない

岡本雅道議員

　内容が十分理解できない
ので、良いか悪いかという判
断ができない。
　条例の内容が十分検討で
きていないから、賛成でき
ない。
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会

臨
時
会

臨
時
会

３
月
27
日
の
臨
時
会
で
は
次
の
よ
う
な
質
疑
・
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
答
弁
省
略
）

町
長
の
裁
量
権
は
増
え
な
い

　
　
　
　
　
参
酌
す
べ
き
基

準
な
ど
、
説
明
す
る
こ
と
が

執
行
部
の
責
任
。
早
く
か
ら

説
明
す
べ
き
だ
っ
た
。

　
地
方
分
権
一
括
法
で
、
町

長
の
裁
量
権
が
増
え
る
の
で

は
な
い
。
条
例
は
議
会
が
決

め
る
も
の
。

仁
科
議
員

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準（
条
例
）

質  

疑

4
月
５
日
の
臨
時
会
で
は
専
決
処
分
の
承
認
の
ほ
か
、

町
長
の
退
職
日
の
同
意
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
答
弁
省
略
）

説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
不
親
切

　
　
　
　
　
町
長
と
議
会
が

公
開
の
場
で
討
論
し
、
ど
の

よ
う
な
理
由
で
対
立
し
て
る

の
か
が
分
か
る
よ
う
に
し
て

辞
職
す
る
の
が
、
町
長
の
責

任
。

　
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
さ
ず
、
選
挙
に
持
っ
て
い

く
の
は
不
親
切
。

髙
田
議
員

説
明
し
て
辞
め
る
べ
き

　
　
　
　
　
町
民
が
わ
か
ら

な
い
ま
ま
、
混
乱
さ
せ
た
ま

ま
で
、
出
て
い
く
と
い
う
の

は
解
せ
な
い
。

　
町
長
は
混
乱
さ
せ
た
責
任

を
感
じ
て
い
る
と
言
う
。
実

態
を
町
民
に
説
明
し
て
辞
め

る
べ
き
。
９
日
ま
で
に
で
き

る
の
か
。

仁
科
議
員

町
長
の
退
職
の
期
日
に
関
す
る
同
意

暫
定
で
な
ぜ
20
億
円
か

　
　
　
　
　
暫
定
予
算
が
、

な
ぜ
20
億
円
近
い
の
か
。

　
今
、
議
会
と
執
行
部
が
、

こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
本
当

に
残
念
。
こ
の
ま
ま
で
い
い

は
ず
が
な
い
。
里
見
川
荘
を

社
会
福
祉
協
議
会
で
運
営
す

る
気
持
ち
は
無
い
の
か
。

平
野
議
員

否
決
さ
れ
、な
ぜ
観
桜
会

　
　
　
　
　
暫
定
予
算
な
の

に
緊
急
を
要
す
る
と
思
え
な

い
も
の
が
多
々
あ
る
。

　
当
初
予
算
が
否
決
さ
れ
て

い
る
状
態
で
、
な
ぜ
観
桜
会

の
案
内
を
出
す
の
か
。

髙
田
議
員

全
く
検
討
も
さ
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
観
桜
会
は
自
由

参
加
で
、
何
人
来
る
の
か
わ

か
ら
な
い
。
余
っ
た
弁
当
も

税
金
で
あ
る
。

　
指
摘
し
て
い
た
こ
と
が
全

く
検
討
も
さ
れ
て
い
な
い
。

　
里
見
川
荘
を
社
会
福
祉
協

議
会
へ
持
っ
て
い
か
な
い
か

ら
、
否
決
さ
れ
た
と
考
え
る

な
ら
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。

岡
本
議
員

こ
れ
は
暫
定
予
算
で
は
な
い

　
　
　
　
　
政
策
経
費
は
全

部
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
暫

定
予
算
で
は
な
い
。
暫
定
予

算
と
は
も
っ
と
厳
し
い
も
の
。

　
バ
ス
は
一
般
住
民
が
使
え

な
い
ダ
イ
ヤ
。

　
英
語
教
師
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
か
ら

来
る
と
ろ
く
な
の
は
来
な
い

と
い
う
前
提
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
に
大

変
失
礼
で
あ
る
。

仁
科
議
員

平
成
25
年
度
一
般
会
計
暫
定
予
算
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ここが反対！

全く耳をかさない！

岡本雅道議員

　自主防災や学校のクーラ
ーの設置などの議会の意見
に全く耳をかさない。　
　このような暫定予算に賛
成できない。

こんな暫定予算はない！

仁科英麿議員

　暫定予算と言いながら、
義務的経費を除いた通年予
算を組もうとしている。　
　３９億円に対して２６億円
を計上しようとしてる。こん
な暫定予算は聞いたことな
い。

（
賛
成
６
：
反
対
３ 

承
認
）

知
ら
ず
に
支
払
っ
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
人
事
管
理
費
は
、

ど
の
よ
う
な
経
費
が
か
か
り
、

萌
生
会
の
も
う
け
分
は
、
幾

ら
ぐ
ら
い
な
の
か
。
知
ら
ず

に
今
ま
で
費
用
を
支
払
っ
て

い
る
の
か
。

岡
村
議
員

５
年
間
で
36
％
上
が
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
一
番
問
題
な
の

は
、
最
近
経
費
が
随
分
上
が

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
人
事
管
理
費
だ
け
を
見
る

と
、
５
年
間
で
36
％
上
が
っ

て
い
る
。　
　
　
　

仁
科
議
員

き
ち
ん
と
し
た
金
額
内
訳
を

　
　
　
　
　
里
見
川
荘
の
人

事
管
理
費
は
、
昔
は
１
７
５

０
万
円
ぐ
ら
い
。
今
は
２
５

３
２
万
円
ぐ
ら
い
に
上
が
っ

て
い
る
。

　
き
ち
ん
と
し
た
金
額
の
内

訳
を
書
面
配
布
し
て
く
れ
な

い
と
納
得
で
き
な
い
。

平
野
議
員

否
決
し
た
予
算
、認
め
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
人
件
費
等
委
託

料
は
20
％
計
上
。
し
か
し
、

否
決
し
た
予
算
の
20
％
で
あ

り
、
認
め
ら
れ
る
わ
け
が
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の
利
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が
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額
す
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を
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は
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岡村咲津紀議員

　町長は実際に働いてる人の
声を聞いたことがあるのか。
里見川荘は里庄町のもの。
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に受けとめず、町長は頑として
萌生会へ。不信感を抱いてい
る。
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　こんなにも張り合って何
のプラスがあるのか。町長
に襟を正してもらいたい。
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を頭から蹴るようなことを
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里
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里見川荘調査検討特別委員会 の検討結果（最終報告）

1、開催状況等
 ⑴ 全体会議7回　ワーキング･グループ16回
 ⑵ 現地調査
　　　箕面市介護老人保健施設
　　　呉市福祉保健部
 ⑶ 里庄町執行部への資料請求、実態等の聴取
 ⑷ 萌生会からの出向職員へのアンケート調査

２、里見川荘の現状
 　運営形体　町の直営
　　　　　　　（清掃、電気保守、警備等16項目は、個
　　　　　　　別に業者委託）
　　　　　　　（清掃、シーツ交換等は、ボランティア
　　　　　　　の協力あり）

 　職員の構成
　　　町職員6人（施設長(医師）、事務長、事務職）
　　　医療法人萌生会からの出向職員58人
　　　　　　　　（看護師、介護士、給食調理員等）

 　入所定員　入所95名　通所20名
 　平均入所者数　平23年度81.3人(短期を含む)

① 里見川荘のような公立の福祉
施設の設置・管理は、公共性
が極めて高い事業である。
　　経営の合理化・効率化、採
算性だけでなく、事業の透明性
や管理の公正性、利用者の公
平扱いも、妥協してはならない。

② 民間に管理を委ねると、これ
までとは異なり、収益性重視の
経営に変わることは、間違いな
い。

③ サービスの水準と必要経費の
あり方について、町民が納得で
きる運営にするには、地域の高
齢者福祉に詳しく、利益を目的
としておらず、公共的団体であ
る里庄町社会福祉協議会に、
指定管理者として委ねるのが
最善である。

３、里見川荘に望まれるもの
 　① 当町も、今後数十年間にわたって高齢
　　者の割合が上昇し続け、約 50年後には、
　　65 歳以上人口は 40％前後になる。

 　② 介護老人保健施設に対する高いニーズ
　　が続き、里見川荘は、町が設立している
　　唯一の高齢者福祉施設として、その期待
　　に確実に応える使命がある。

人件費

里庄町直営
α
α

社会福祉法人 不明 不明
里庄町社会福祉協議会 α

地方独立行政法人 α
医療法人 不明 不明

萌生会

（単位：百万円）

（注）１．平成23年度予算ベース（介護職員処遇改善費を除く）。
　　２．αは、萌生会に対する人事管理費以下に抑えることが可能。

事 業 主 体
（町以外は、指定管理者となる場合も含む。）

5～6割増
2～3割増

現状以下
現状以下

現状どおり

管　理
事務費 備 　 考

389
306

224
224

224 24

ケース1（全員正規）
ケース2（正規約1/3）

事 業 主 体 内 　 容

町（直　営）

ディメリットメリット
現在の職員を優先的に採用 町民には最も安心　職員が安心して働ける

公平な入所許可　ボランティア活動が維持できる
人件費が大幅に増大
機動的な運用がしにくい

出 

資
・
貸 

付

新たな役員･部門を置く
現在の職員を優先的に移籍
管理部門の職員の一部は、町から派遣

町民にとって安心　職員が安心して働ける
公平な入所許可　ボランティア活動が維持できる
能率主義が維持できる　使用料増高の心配が少ない

定款、組織変更が必要
給与表の作成が必要
有能な役員・管理者を入れる必要あり

町の新規設立(全額出資) 
理事長は町長が任命
現在の職員を優先的に移籍

効率的、効果的運営
公的団体であり、極端な利益追求には走らない
透明性を確保できる　町民にとって安心感

設立手続きに多大の労力を要する
有能な経営者と事務の管理者が必要
町民には、里庄町社協よりも若干遠い存在になる

指
定
管
理
者
へ
の
委
任

随意
契約

競争
入札

(出資・貸付欄に同じ) (出資・貸付欄に同じ)

(同上) (同上)

(出資・貸付欄の記載に加え)
執行部、議会との連携がより緊密に保てる

屋上屋を重ね、矛盾
町としては、人事の心配がない 利益追求に走り、サービス低下、使用料増高が心配

不公平な入所許可の心配
広く門戸を開くことにより、選択肢が多くなる 里庄町社協等は、現状では応札の体制がない

安くて良い法人を選べる保証はない
社 会 福 祉 法 人

萌生会（国定病院）

地方独立行政法人

地方独立行政法人

里庄町社会福祉協議会

里庄町社会福祉協議会

医 療 法 人

介護老人保健施設｢里見川荘｣について、昨年１月に設けられた本委員会の検討結果を、　報告します。3月29日に最終報告書をまとめ、町長にも渡しました。

平成26年４月以降は

を 指定管理者として 管理をゆだねることが最善

5、運営方法別メリット・ディメリットの比較

年度

対
前
年
増
加
額

委託料 備 考人件費 人事管理費
20 22,942 21,079 1,863 決算 10%

25

21

22

23

24

25

713

488

259

1,421

763

26,587

3.1%

2.1%

1.1%

5.8%

3.0%

15.9%

最近の萌生会への人件費、人事管理費

691

439

△ 235

1,401

679

24,054

3.3%

2.0%

△1.1%

6.4%

2.9%

14.1%

22

49

494

20

84

2,533

1.2%

2.6%

25.6%

0.8%

3.4%

35.9%

決算

決算

決算 12.6%

予算

予算案

予算案

（単位：万円）

（注）備考欄の％は、給与費に対する人事管理費の割合
　　（平12～15年度は定額1,774万円、平16～22年度は給与費の10％）

6、今後の運営方法

現行の運営方式は法律に違反している  → 県の更新許可を得られない

4、運営方式別所要額の比較

デイサービス利用者



里
見
川
荘

̶ 17 ̶里庄町議会だより　No.72

里
見
川
荘

里庄町社会福祉協議会

̶ 16 ̶ 里庄町議会だより　No.72

里見川荘調査検討特別委員会 の検討結果（最終報告）

1、開催状況等
 ⑴ 全体会議7回　ワーキング･グループ16回
 ⑵ 現地調査
　　　箕面市介護老人保健施設
　　　呉市福祉保健部
 ⑶ 里庄町執行部への資料請求、実態等の聴取
 ⑷ 萌生会からの出向職員へのアンケート調査

２、里見川荘の現状
 　運営形体　町の直営
　　　　　　　（清掃、電気保守、警備等16項目は、個
　　　　　　　別に業者委託）
　　　　　　　（清掃、シーツ交換等は、ボランティア
　　　　　　　の協力あり）

 　職員の構成
　　　町職員6人（施設長(医師）、事務長、事務職）
　　　医療法人萌生会からの出向職員58人
　　　　　　　　（看護師、介護士、給食調理員等）

 　入所定員　入所95名　通所20名
 　平均入所者数　平23年度81.3人(短期を含む)

① 里見川荘のような公立の福祉
施設の設置・管理は、公共性
が極めて高い事業である。
　　経営の合理化・効率化、採
算性だけでなく、事業の透明性
や管理の公正性、利用者の公
平扱いも、妥協してはならない。

② 民間に管理を委ねると、これ
までとは異なり、収益性重視の
経営に変わることは、間違いな
い。

③ サービスの水準と必要経費の
あり方について、町民が納得で
きる運営にするには、地域の高
齢者福祉に詳しく、利益を目的
としておらず、公共的団体であ
る里庄町社会福祉協議会に、
指定管理者として委ねるのが
最善である。

３、里見川荘に望まれるもの
 　① 当町も、今後数十年間にわたって高齢
　　者の割合が上昇し続け、約 50年後には、
　　65 歳以上人口は 40％前後になる。

 　② 介護老人保健施設に対する高いニーズ
　　が続き、里見川荘は、町が設立している
　　唯一の高齢者福祉施設として、その期待
　　に確実に応える使命がある。

人件費

里庄町直営
α
α

社会福祉法人 不明 不明
里庄町社会福祉協議会 α

地方独立行政法人 α
医療法人 不明 不明

萌生会

（単位：百万円）

（注）１．平成23年度予算ベース（介護職員処遇改善費を除く）。
　　２．αは、萌生会に対する人事管理費以下に抑えることが可能。

事 業 主 体
（町以外は、指定管理者となる場合も含む。）

5～6割増
2～3割増

現状以下
現状以下

現状どおり

管　理
事務費 備 　 考

389
306

224
224

224 24

ケース1（全員正規）
ケース2（正規約1/3）

事 業 主 体 内 　 容

町（直　営）

ディメリットメリット
現在の職員を優先的に採用 町民には最も安心　職員が安心して働ける

公平な入所許可　ボランティア活動が維持できる
人件費が大幅に増大
機動的な運用がしにくい

出 

資
・
貸 

付

新たな役員･部門を置く
現在の職員を優先的に移籍
管理部門の職員の一部は、町から派遣

町民にとって安心　職員が安心して働ける
公平な入所許可　ボランティア活動が維持できる
能率主義が維持できる　使用料増高の心配が少ない

定款、組織変更が必要
給与表の作成が必要
有能な役員・管理者を入れる必要あり

町の新規設立(全額出資) 
理事長は町長が任命
現在の職員を優先的に移籍

効率的、効果的運営
公的団体であり、極端な利益追求には走らない
透明性を確保できる　町民にとって安心感

設立手続きに多大の労力を要する
有能な経営者と事務の管理者が必要
町民には、里庄町社協よりも若干遠い存在になる

指
定
管
理
者
へ
の
委
任

随意
契約

競争
入札

(出資・貸付欄に同じ) (出資・貸付欄に同じ)

(同上) (同上)

(出資・貸付欄の記載に加え)
執行部、議会との連携がより緊密に保てる

屋上屋を重ね、矛盾
町としては、人事の心配がない 利益追求に走り、サービス低下、使用料増高が心配

不公平な入所許可の心配
広く門戸を開くことにより、選択肢が多くなる 里庄町社協等は、現状では応札の体制がない

安くて良い法人を選べる保証はない
社 会 福 祉 法 人

萌生会（国定病院）

地方独立行政法人

地方独立行政法人

里庄町社会福祉協議会

里庄町社会福祉協議会

医 療 法 人

介護老人保健施設｢里見川荘｣について、昨年１月に設けられた本委員会の検討結果を、　報告します。3月29日に最終報告書をまとめ、町長にも渡しました。

平成26年４月以降は

を 指定管理者として 管理をゆだねることが最善

5、運営方法別メリット・ディメリットの比較

年 度

対
前
年
増
加
額

委 託 料 備考人 件 費 人事管理費
20 22,942 21,079 1,863 決算 10%

25

21

22

23

24

25

713

488

259

1,421

763

26,587

3.1%

2.1%

1.1%

5.8%

3.0%

15.9%

最近の萌生会への人件費、人事管理費

691

439

△ 235

1,401

679

24,054

3.3%

2.0%

△1.1%

6.4%

2.9%

14.1%

22

49

494

20

84

2,533

1.2%

2.6%

25.6%

0.8%

3.4%

35.9%

決算

決算

決算 12.6%

予算

予算案

予算案

（単位：万円）

（注）備考欄の％は、給与費に対する人事管理費の割合
　　（平12～15年度は定額1,774万円、平16～22年度は給与費の10％）

6、今後の運営方法

現行の運営方式は法律に違反している  → 県の更新許可を得られない

4、運営方式別所要額の比較

デイサービス利用者
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一
般
質
問

下水道工事

ご
み
袋
に
広
告
を

載
せ
て
、
広
告
料

を
も
ら
う
取
組
み
が
、
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
当
町
で
検
討
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

　
群
馬
県
み
ど
り
市
で
は
、

１
枚
当
た
り
広
告
料
10
銭
で

提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
文
字
が
入
っ
て
い
る
袋
の

一
角
に
ス
ポ
ン
サ
ー
の
名
前

を
入
れ
る
だ
け
だ
か
ら
、
最

初
の
版
を
つ
く
る
費
用
約
４

万
円
前
後
が
か
か
る
だ
け
。

　
本
町
の
場
合
、
70
万
枚
程

度
。
こ
れ
に
掲
載
料
を
入
れ

た
ら
、
ご
み
の
減
量
化
等
の

予
算
に
足
す
こ
と
が
で
き
、

町
民
の
負
担
軽
減
に
な
る
の

で
は
。

最
近
、
カ
ラ
ス
に

菜
園
や
農
場
を
荒

ら
さ
れ
て
困
る
と
い
う
苦
情

を
聞
く
。

　
町
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助

金
は
、
カ
ラ
ス
１
羽
１
５
０

０
円
、
１
人
50
羽
ま
で
。
近

隣
の
市
町
村
と
差
が
あ
る
が
、

そ
の
根
拠
は
。

　
町
の
よ
う
に
制
限
す
れ
ば
、

十
分
な
駆
除
が
で
き
な
い
の

で
は
。
単
価
も
、
浅
口
市
と

比
較
し
て
安
過
ぎ
る
。

　
猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

何
人
か
。

　
予
算
が
不
足
す
る
場
合
は
、

補
正
を
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
へ
の

取
組
み
は
。

　
井
笠
、
浅
口
共
同
で
何
か

方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

平
成
19
年
に
特
別

措
置
法
が
成
立
し
、

県
か
ら
市
町
村
へ
の
捕
獲
許

可
の
権
限
移
譲
な
ど
、
各
種

支
援
が
図
ら
れ
た
。

　
補
助
は
各
市
町
多
様
で
、

当
町
は
、
出
動
手
当
１
日
１

０
０
０
円
も
つ
く
。

　
当
町
は
、
浅
口
市
、
笠
岡

市
、
矢
掛
町
以
外
の
市
町
と

同
程
度
な
の
で
、
単
価
の
変

更
は
考
え
て
い
な
い
。

　
猟
友
会
へ
の
補
助
金
は
、

５
万
円
だ
が
、
イ
ノ
シ
シ
対

応
協
議
会
等
の
体
制
づ
く
り

と
あ
わ
せ
て
、
平
成
26
年
度

か
ら
増
額
を
考
え
て
い
る
。

　
捕
獲
員
は
10
名
、
駆
除
班

は
10
名
。

　
捕
獲
数
は
、
駆
除
班
全
体

で
は
５
０
０
匹
と
し
て
お
り
、

増
や
す
必
要
は
な
い
。

　
小
坂
東
で
イ
ノ
シ
シ
が
出

た
と
の
情
報
が
あ
り
、
今
年

２
月
、
県
に
被
害
防
止
計
画

を
申
請
し
た
。

　
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
等

に
つ
い
て
は
、
備
中
県
民
局

を
中
心
に
関
係
市
町
村
の
連

絡
協
議
会
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。

検
討
し
た
こ
と
は

な
い
。

　
当
町
で
は
、
広
告
掲
載
条

例
に
よ
り
、
刊
行
物
等
へ
の

広
告
の
掲
載
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
る
。

　
ご
み
の
収
集
や
処
理
の
経

費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

最
終
処
分
場
や
処
理
施
設
の

延
命
化
を
図
る
た
め
に
も
、

ご
み
の
減
量
と
財
源
の
確
保

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
指
定
の
ご
み
袋
へ
の
広

告
の
掲
載
に
つ
い
て
も
、
町

民
の
購
入
負
担
軽
減
の
面
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な

財
源
の
確
保
の
点
か
ら
、
有

効
な
取
組
み
と
考
え
る
。

　
今
後
、
調
査
研
究
し
た
い
。

カ
ラ
ス
の
捕
獲
補
助
金
は
安
過
ぎ
る

農
林
建
設
課
参
事
／
変
更
は
考
え
て
い
な
い

町
民

課
長

農
林
建
設
課

参

　
　
　
　事

岡
本

　雅
道 

議
員

ごみ袋広告で町民の負担軽減を
　　町民課長／今後調査研究したい

問

今
、
東
海
・
東
南

海
・
南
海
の
連
動

地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　
も
し
、
地
震
が
起
き
れ
ば

耐
震
化
し
て
い
な
い
水
道
管

は
、
破
損
や
漏
水
に
よ
る
断

水
が
起
き
、
給
水
と
い
う
重

要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
た

れ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
宮
城
県
で
は
耐
震
化
し
て

い
た
水
道
管
は
、
ほ
と
ん
ど

ダ
メ
ー
ジ
が
な
か
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。　

　
岡
山
県
は
、
水
道
管
の
耐

震
化
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

　
平
成
20
年
12
月
、
水
道
管

の
老
朽
対
策
に
つ
い
て
当
時

の
課
長
は
、
地
震
に
強
く
、

更
新
サ
イ
ク
ル
が
長
く
な
る

材
料
を
選
定
し
て
、
設
置
を

進
め
て
い
く
と
答
弁
し
て
い

る
。

　
町
の
耐
震
化
整
備
は
、
現

在
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
耐
震
化
率
が
１
０
０
％
に

な
る
に
は
、
何
年
か
か
る
の

か
。

　
耐
震
計
画
を
ど
う
進
め
る

の
か
。

町
の
水
道
管
耐
震

化
は
、
基
幹
管
路

を
口
径
50
ミ
リ
以
上
と
定
義

し
、
基
本
的
に
全
て
耐
震
管

に
更
新
す
る
。

　
基
幹
管
路
は
、
平
成
18
年

度
の
工
事
箇
所
か
ら
は
、
県

内
で
想
定
さ
れ
て
い
る
震
度

６
強
の
地
震
に
対
応
で
き
、

１
０
０
年
近
い
耐
久
性
が
期

待
で
き
る
耐
震
管
を
布
設
し

て
い
る
。

　
平
成
24
年
度
の
事
業
で
、

基
幹
管
路
約
１
・
５
㎞
を
耐

震
管
に
更
新
す
る
予
定
で
、

耐
震
適
合
率
は
約
14
・
８
％

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
基
本
的
に
は
、
口
径
１
５

０
ミ
リ
以
上
の
基
幹
管
路
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
規

模
な
地
震
動
、
レ
ベ
ル
２
地

震
動
に
も
対
応
で
き
る
耐
震

管
に
更
新
し
て
い
る
。

　
口
径
40
ミ
リ
以
上
、
１
５

０
ミ
リ
未
満
の
管
渠
は
、
下

水
道
工
事
と
並
行
し
、
中
規

模
な
地
震
動
の
レ
ベ
ル
１
に
、

対
応
で
き
る
管
渠
に
現
在
更

新
し
て
い
る
。

　
全
て
を
耐
震
化
す
る
に
は

長
い
年
月
と
多
大
な
費
用
を

要
す
る
。

　
平
成
13
年
度
か
ら
下
水
道

事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
工
事
区
間
に
埋
設
さ
れ
た

水
道
管
は
、
下
水
管
と
同
時

埋
設
す
る
こ
と
で
、
経
費
を

抑
え
た
管
渠
更
新
を
進
め
て

い
る
。

　
基
幹
管
路
も
、
下
水
工
事

と
並
行
し
て
、
古
い
基
幹
管

路
を
同
時
埋
設
等
で
耐
震
適

合
し
た
管
渠
に
、
更
新
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
時
間
は

か
か
る
が
、
水
道
事
業
会
計

の
経
営
面
と
の
整
合
性
を
図

り
、
今
後
も
耐
震
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
耐
震
化
率
は
、
平
成
40
年

ご
ろ
を
下
水
道
終
了
時
期
と

考
え
て
い
た
。

　
し
か
し
、
平
成
27
年
度
か

ら
ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
、
進

め
て
い
く
の
で
、
耐
震
化
完

了
の
時
期
も
か
な
り
延
び
る

と
考
え
て
い
る
。

　
平
成
18
年
度
以
前
に
整
備

し
た
箇
所
は
、
耐
震
管
に
な

っ
て
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、

ペ
ー
ス
を
抑
え
た
費
用
を
回

し
て
下
水
道
事
業
が
終
わ
る

時
期
ま
で
に
完
了
し
た
い
。

上
下
水
道

課

　長

問

問

ごみステーション

カラス

一般
質問
一般
質問
一般
質問

3月定例会

町
政
に
関
し
て
議
員
が
質
問
を
行
い
、
新
た
な
施
策

の
提
案
や
意
見
を
述
べ
、
時
に
は
是
正
を
求
め
、

町
政
を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
も
の
で
す
。

町
政
を
問
う

小野　光三 議員

水
道
管
の
耐
震
化
計
画
は

　
　上下
水
道
課
長
／
長
い
年
月
と
多
大
な
費
用
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で
ほ
し
い
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
へ
の

取
組
み
は
。

　
井
笠
、
浅
口
共
同
で
何
か

方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

平
成
19
年
に
特
別

措
置
法
が
成
立
し
、

県
か
ら
市
町
村
へ
の
捕
獲
許

可
の
権
限
移
譲
な
ど
、
各
種

支
援
が
図
ら
れ
た
。

　
補
助
は
各
市
町
多
様
で
、

当
町
は
、
出
動
手
当
１
日
１

０
０
０
円
も
つ
く
。

　
当
町
は
、
浅
口
市
、
笠
岡

市
、
矢
掛
町
以
外
の
市
町
と

同
程
度
な
の
で
、
単
価
の
変

更
は
考
え
て
い
な
い
。

　
猟
友
会
へ
の
補
助
金
は
、

５
万
円
だ
が
、
イ
ノ
シ
シ
対

応
協
議
会
等
の
体
制
づ
く
り

と
あ
わ
せ
て
、
平
成
26
年
度

か
ら
増
額
を
考
え
て
い
る
。

　
捕
獲
員
は
10
名
、
駆
除
班

は
10
名
。

　
捕
獲
数
は
、
駆
除
班
全
体

で
は
５
０
０
匹
と
し
て
お
り
、

増
や
す
必
要
は
な
い
。

　
小
坂
東
で
イ
ノ
シ
シ
が
出

た
と
の
情
報
が
あ
り
、
今
年

２
月
、
県
に
被
害
防
止
計
画

を
申
請
し
た
。

　
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
等

に
つ
い
て
は
、
備
中
県
民
局

を
中
心
に
関
係
市
町
村
の
連

絡
協
議
会
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。

検
討
し
た
こ
と
は

な
い
。

　
当
町
で
は
、
広
告
掲
載
条

例
に
よ
り
、
刊
行
物
等
へ
の

広
告
の
掲
載
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
る
。

　
ご
み
の
収
集
や
処
理
の
経

費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

最
終
処
分
場
や
処
理
施
設
の

延
命
化
を
図
る
た
め
に
も
、

ご
み
の
減
量
と
財
源
の
確
保

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
指
定
の
ご
み
袋
へ
の
広

告
の
掲
載
に
つ
い
て
も
、
町

民
の
購
入
負
担
軽
減
の
面
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な

財
源
の
確
保
の
点
か
ら
、
有

効
な
取
組
み
と
考
え
る
。

　
今
後
、
調
査
研
究
し
た
い
。

カ
ラ
ス
の
捕
獲
補
助
金
は
安
過
ぎ
る

農
林
建
設
課
参
事
／
変
更
は
考
え
て
い
な
い

町
民

課
長

農
林
建
設
課

参

　
　
　
　事

岡
本

　雅
道 

議
員

ごみ袋広告で町民の負担軽減を
　　町民課長／今後調査研究したい

問

今
、
東
海
・
東
南

海
・
南
海
の
連
動

地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　
も
し
、
地
震
が
起
き
れ
ば

耐
震
化
し
て
い
な
い
水
道
管

は
、
破
損
や
漏
水
に
よ
る
断

水
が
起
き
、
給
水
と
い
う
重

要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
た

れ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
宮
城
県
で
は
耐
震
化
し
て

い
た
水
道
管
は
、
ほ
と
ん
ど

ダ
メ
ー
ジ
が
な
か
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。　

　
岡
山
県
は
、
水
道
管
の
耐

震
化
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

　
平
成
20
年
12
月
、
水
道
管

の
老
朽
対
策
に
つ
い
て
当
時

の
課
長
は
、
地
震
に
強
く
、

更
新
サ
イ
ク
ル
が
長
く
な
る

材
料
を
選
定
し
て
、
設
置
を

進
め
て
い
く
と
答
弁
し
て
い

る
。

　
町
の
耐
震
化
整
備
は
、
現

在
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
耐
震
化
率
が
１
０
０
％
に

な
る
に
は
、
何
年
か
か
る
の

か
。

　
耐
震
計
画
を
ど
う
進
め
る

の
か
。

町
の
水
道
管
耐
震

化
は
、
基
幹
管
路

を
口
径
50
ミ
リ
以
上
と
定
義

し
、
基
本
的
に
全
て
耐
震
管

に
更
新
す
る
。

　
基
幹
管
路
は
、
平
成
18
年

度
の
工
事
箇
所
か
ら
は
、
県

内
で
想
定
さ
れ
て
い
る
震
度

６
強
の
地
震
に
対
応
で
き
、

１
０
０
年
近
い
耐
久
性
が
期

待
で
き
る
耐
震
管
を
布
設
し

て
い
る
。

　
平
成
24
年
度
の
事
業
で
、

基
幹
管
路
約
１
・
５
㎞
を
耐

震
管
に
更
新
す
る
予
定
で
、

耐
震
適
合
率
は
約
14
・
８
％

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
基
本
的
に
は
、
口
径
１
５

０
ミ
リ
以
上
の
基
幹
管
路
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
規

模
な
地
震
動
、
レ
ベ
ル
２
地

震
動
に
も
対
応
で
き
る
耐
震

管
に
更
新
し
て
い
る
。

　
口
径
40
ミ
リ
以
上
、
１
５

０
ミ
リ
未
満
の
管
渠
は
、
下

水
道
工
事
と
並
行
し
、
中
規

模
な
地
震
動
の
レ
ベ
ル
１
に
、

対
応
で
き
る
管
渠
に
現
在
更

新
し
て
い
る
。

　
全
て
を
耐
震
化
す
る
に
は

長
い
年
月
と
多
大
な
費
用
を

要
す
る
。

　
平
成
13
年
度
か
ら
下
水
道

事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
工
事
区
間
に
埋
設
さ
れ
た

水
道
管
は
、
下
水
管
と
同
時

埋
設
す
る
こ
と
で
、
経
費
を

抑
え
た
管
渠
更
新
を
進
め
て

い
る
。

　
基
幹
管
路
も
、
下
水
工
事

と
並
行
し
て
、
古
い
基
幹
管

路
を
同
時
埋
設
等
で
耐
震
適

合
し
た
管
渠
に
、
更
新
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
時
間
は

か
か
る
が
、
水
道
事
業
会
計

の
経
営
面
と
の
整
合
性
を
図

り
、
今
後
も
耐
震
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
耐
震
化
率
は
、
平
成
40
年

ご
ろ
を
下
水
道
終
了
時
期
と

考
え
て
い
た
。

　
し
か
し
、
平
成
27
年
度
か

ら
ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
、
進

め
て
い
く
の
で
、
耐
震
化
完

了
の
時
期
も
か
な
り
延
び
る

と
考
え
て
い
る
。

　
平
成
18
年
度
以
前
に
整
備

し
た
箇
所
は
、
耐
震
管
に
な

っ
て
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、

ペ
ー
ス
を
抑
え
た
費
用
を
回

し
て
下
水
道
事
業
が
終
わ
る

時
期
ま
で
に
完
了
し
た
い
。

上
下
水
道

課

　長

問

問

ごみステーション

カラス

一般
質問
一般
質問
一般
質問

3月定例会

町
政
に
関
し
て
議
員
が
質
問
を
行
い
、
新
た
な
施
策

の
提
案
や
意
見
を
述
べ
、
時
に
は
是
正
を
求
め
、

町
政
を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
も
の
で
す
。

町
政
を
問
う

小野　光三 議員

水
道
管
の
耐
震
化
計
画
は

　
　上下
水
道
課
長
／
長
い
年
月
と
多
大
な
費
用



̶ 20 ̶̶ 21 ̶里庄町議会だより　No.72

一
般
質
問

里庄町議会だより　No.72

一
般
質
問高

齢
者
の
生
活
を

脅
か
す
不
安
を
解

消
し
、
自
立
し
た
生
活
を
送

る
た
め
の
支
援
が
必
要
。

　
地
元
の
個
人
商
店
の
衰
退

や
閉
店
な
ど
で
、
日
常
の
買

い
物
に
困
る
買
い
物
難
民
が

深
刻
な
問
題
。

　
町
で
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ

ス
補
助
事
業
や
老
人
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
装
置
補
助
等
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
利
用
状
況
を
尋
ね
る
。

　
ま
た
そ
の
ほ
か
の
高
齢
者

に
対
す
る
施
策
は
あ
る
の
か
。

買
い
物
難
民
あ
る
い
は
生
活

難
民
の
方
々
の
現
状
把
握
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
配

布
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
タ
ク

シ
ー
の
導
入
が
検
討
で
き
な

い
の
か
。

高
齢
者
給
食
サ
ー

ビ
ス
は
、
65
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
か

65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

で
、
介
護
保
険
認
定
者
が
い

て
、
非
課
税
世
帯
を
対
象
に

実
施
。

　
現
在
の
登
録
者
数
は
18
名

で
、
９
名
の
利
用
。

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
装
置

給
付
事
業
は
、
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
が
、
ボ

タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
在
、
45
軒
設
置
し
て
い

る
。

現
在
、
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
健
康

福
祉
課
の
職
員
が
、
随
時
高

齢
者
の
家
庭
を
訪
問
し
て
把

握
で
き
て
い
る
。

　
平
成
23
年
に
は
、
65
歳
以

上
の
約
２
５
７
０
人
を
対
象

に
高
齢
者
日
常
生
活
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
っ
た
。　
　

　
自
分
で
日
用
品
の
買
い
物

を
し
て
い
な
い
と
答
え
た
方

は
３
４
２
人
だ
っ
た
。

　
自
分
で
買
い
物
等
が
で
き

な
い
方
へ
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
勧
め
た
り
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
案
内

す
る
な
ど
、
対
応
し
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
タ
ク
シ

ー
の
導
入
等
は
考
え
て
い
な

い
。

　
食
料
品
等
の
買
い
物
は
、

家
族
が
行
っ
た
り
、
町
内
の

お
店
な
ど
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

で
対
応
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。

　
病
院
へ
の
通
院
な
ど
は
、

他
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
参

考
に
施
策
へ
反
映
さ
せ
る
。

健
康
福
祉

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

岡村咲津紀 議員

買
い
物
難
民
が
深
刻
な
問
題

　　
　
　企
画
商
工
課
長
／
家
族
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
を

問

平
成
20
年
度
か
ら

男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
熱
意
を
持
っ
て
取
り

組
む
と
い
う
気
概
が
感
じ
ら

れ
な
い
。

　
今
日
ま
で
の
成
果
を
ど
う

感
じ
て
い
る
の
か
。

　
必
要
に
応
じ
て
審
議
会
を

開
催
す
べ
き
と
思
う
が
、
５

年
間
一
度
も
開
催
し
な
い
の

は
な
ぜ
な
の
か
。

　
岡
山
県
警
が
、
ま
と
め
た

Ｄ
Ｖ
認
知
件
数
は
２
０
１
２

年
は
９
８
４
件
と
前
年
よ
り

１
・
７
倍
に
増
え
、
被
害
者

も
98
％
が
女
性
。　

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
。

　
第
２
次
基
本
計
画
の
見
直

し
で
は
、
ど
こ
を
重
要
視
し

て
い
る
の
か
。

今
回
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を

以
前
の
も
の
と
比
較
し
た
。

　
学
校
教
育
、
職
場
、
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
な
ど
に
意
識
の
改
善
が
見

ら
れ
る
。
徐
々
に
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
。

　
開
催
で
き
な
か
っ
た
審
議

会
を
本
年
度
は
、
新
た
な
男

女
10
名
を
委
員
と
し
て
選
任

し
、
う
ち
１
名
は
公
募
に
よ

り
選
任
し
た
。
審
議
会
は
、

１
月
18
日
と
２
月
８
日
に
開

催
し
た
。　
平
成
25
年
度
か
ら

は
、
毎
年
１
回
開
催
す
る
。

　
計
画
策
定
で
重
要
視
す
る

も
の
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
。

　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

も
、
仕
事
と
家
庭
生
活
や
地

域
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま

く
と
り
た
い
と
希
望
す
る
回

答
が
５
割
を
超
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
を
進
め

る
た
め
、
配
偶
者
暴
力
防
止

対
策
の
規
定
を
整
備
す
る
。

　
他
に
暴
力
を
容
認
し
な
い

町
民
意
識
を
高
め
る
こ
と
や

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
相
談
で
き
る

体
制
づ
く
り
等
の
環
境
を
整

え
て
い
く
。

見直しはどこを重要視するのか
企画商工課長／ワークライフ・バランスとDV対策

問

里
見
川
荘
は
町
の

財
産
で
あ
り
、
町

民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心

し
て
利
用
で
き
る
施
設
に
し

た
い
。

　
町
長
は
、
一
昨
年
７
月
に
、

萌
生
会
・
国
定
病
院
へ
委
託

し
な
け
れ
ば
裁
判
に
な
る
と
、

一
方
的
な
話
を
し
た
が
、
昨

年
の
３
月
に
は
、
白
紙
に
戻

し
て
、
議
会
で
よ
く
検
討
し
、

い
い
方
法
を
選
ん
で
く
れ
と

言
っ
た
。

　
議
員
10
人
全
員
で
特
別
委

員
会
を
設
置
、
６
人
が
作
業

部
会
を
16
回
開
い
た
。
先
進

施
設
の
視
察
が
２
回
。

　
2
月
28
日
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
と
、
全
員
で
決
め

た
。

　
町
長
は
、
何
が
あ
る
の
か

知
ら
な
い
が
、
細
め
声
で
、

「
そ
う
は
い
か
ん
。」
と
言
っ

た
。「
よ
し
わ
か
っ
た
。」
と

返
事
を
も
ら
い
た
い
。

　
出
向
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
も
、
町
長
は
さ
せ
な
い
と

言
っ
た
が
、
お
願
い
し
て
、

議
員
で
行
な
っ
た
。

　
18
人
が
回
答
。
新
し
い
運

営
主
体
に
移
籍
し
た
い
が
12

人
。
萌
生
会
へ
は
ゼ
ロ
。

　
委
託
料
が
24
年
度
は
、
23

年
度
よ
り
２
１
６
８
万
円
上

が
っ
て
い
る
。
入
所
者
数
は

増
え
て
い
な
い
、
給
料
も
そ

う
上
が
っ
て
い
な
い
。

　
委
託
料
が
上
が
っ
た
理
由

は
。

　
議
会
で
否
決
さ
れ
た
ら
、

ど
う
す
る
の
か
。
ワ
ン
マ
ン

政
治
は
い
け
な
い
。

県
か
ら
、
医
療
法

人
か
ら
の
出
向
、
派
遣
は
認

め
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　
看
護
師
、
介
護
士
の
確
保

が
難
し
い
中
、
社
協
で
運
営

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
萌
生
会

に
尋
ね
た
ら
で
き
な
い
と
の

答
え
。
混
乱
す
る
、
辞
め
た

い
人
が
出
た
ら
運
営
に
支
障

が
出
る
の
で
、
で
き
な
い
と

私
は
言
っ
た
。

　
社
協
が
10
年
20
年
継
続
し

て
運
営
す
る
こ
と
に
は
、
私

は
責
任
を
持
て
な
い
。

平
成
23
年
か
ら
給

料
の
12
・
６
％
を
管
理
費
と

し
て
払
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま

で
は
10
％
。

　
人
繰
り
が
大
変
だ
、
派
遣

会
社
に
も
頼
む
と
い
う
こ
と

で
、
上
げ
た
。

　
人
件
費
は
、
年
度
末
に
精

算
。
管
理
費
は
精
算
し
な
い
。

町
長
　

副
町
長
　

平
野

　敏
弘 

議
員

里見川荘は社会福祉協議会へと
　　　　　　　議員全員で決めた
　   町長／社協が運営することには責任を持てない

問

町
内
の
た
め
池
は

老
朽
化
し
て
い
る

も
の
が
多
く
、
早
期
の
対
応

が
必
要
。

　
本
格
的
な
改
修
が
で
き
な

い
も
の
は
、
松
杭
を
打
ち
土

の
う
を
積
む
な
ど
の
緊
急
対

策
を
。

　
た
め
池
の
状
況
は
、
定
期

的
に
調
査
し
て
い
る
か
。

　
管
理
は
、
地
元
の
方
々
の

協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
各
た

め
池
の
水
利
係
を
把
握
し
て

い
る
か
。

　
冬
場
水
の
使
用
が
あ
ま
り

な
い
時
期
に
は
、
安
全
確
保

の
た
め
樋
を
抜
い
て
水
を
減

ら
す
対
策
を
と
る
べ
き
。

大
改
修
は
多
額
な

予
算
が
必
要
な
の

で
、
そ
の
よ
う
な
工
事
を
交

え
な
が
ら
、
機
能
確
保
に
努

め
た
い
。

　
日
ご
ろ
の
巡
回
な
ど
、
地

元
の
協
力
を
得
な
が
ら
点
検

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
３
年
程
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
把
握
し
て
い
る
。

　
十
分
徹
底
、
指
導
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
本
村
公
会
堂
付
近
歩
道
整

　
備
の
現
状
、
手
の
際
地
区

　
の
通
学
路

Ａ
３
月
中
に
設
計
計
画
、
２

　
２
９
延
伸
時
に
歩
道
を
設

　
置

Ｑ
県
道
園
井
里
庄
線
の
町
へ

　
の
移
管
の
見
直
し

Ａ
県
と
交
渉
す
る

松
杭
を
打
ち
土
の
う
を
積
む

　
　
　
　な
ど
の
緊
急
対
策
を

農
林
建
設
課
長
／
そ
の
よ
う
な
工
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　交
え
な
が
ら

問

点検調査予定の長田池

企
画
商
工

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長
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齢
者
の
生
活
を

脅
か
す
不
安
を
解

消
し
、
自
立
し
た
生
活
を
送

る
た
め
の
支
援
が
必
要
。

　
地
元
の
個
人
商
店
の
衰
退

や
閉
店
な
ど
で
、
日
常
の
買

い
物
に
困
る
買
い
物
難
民
が

深
刻
な
問
題
。

　
町
で
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ

ス
補
助
事
業
や
老
人
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
装
置
補
助
等
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
利
用
状
況
を
尋
ね
る
。

　
ま
た
そ
の
ほ
か
の
高
齢
者

に
対
す
る
施
策
は
あ
る
の
か
。

買
い
物
難
民
あ
る
い
は
生
活

難
民
の
方
々
の
現
状
把
握
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
配

布
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
タ
ク

シ
ー
の
導
入
が
検
討
で
き
な

い
の
か
。

高
齢
者
給
食
サ
ー

ビ
ス
は
、
65
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
か

65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

で
、
介
護
保
険
認
定
者
が
い

て
、
非
課
税
世
帯
を
対
象
に

実
施
。

　
現
在
の
登
録
者
数
は
18
名

で
、
９
名
の
利
用
。

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
装
置

給
付
事
業
は
、
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
が
、
ボ

タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
在
、
45
軒
設
置
し
て
い

る
。

現
在
、
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
健
康

福
祉
課
の
職
員
が
、
随
時
高

齢
者
の
家
庭
を
訪
問
し
て
把

握
で
き
て
い
る
。

　
平
成
23
年
に
は
、
65
歳
以

上
の
約
２
５
７
０
人
を
対
象

に
高
齢
者
日
常
生
活
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
っ
た
。　
　

　
自
分
で
日
用
品
の
買
い
物

を
し
て
い
な
い
と
答
え
た
方

は
３
４
２
人
だ
っ
た
。

　
自
分
で
買
い
物
等
が
で
き

な
い
方
へ
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
勧
め
た
り
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
案
内

す
る
な
ど
、
対
応
し
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
タ
ク
シ

ー
の
導
入
等
は
考
え
て
い
な

い
。

　
食
料
品
等
の
買
い
物
は
、

家
族
が
行
っ
た
り
、
町
内
の

お
店
な
ど
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

で
対
応
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。

　
病
院
へ
の
通
院
な
ど
は
、

他
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
参

考
に
施
策
へ
反
映
さ
せ
る
。

健
康
福
祉

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

岡村咲津紀 議員

買
い
物
難
民
が
深
刻
な
問
題

　　
　
　企
画
商
工
課
長
／
家
族
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
を

問

平
成
20
年
度
か
ら

男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
熱
意
を
持
っ
て
取
り

組
む
と
い
う
気
概
が
感
じ
ら

れ
な
い
。

　
今
日
ま
で
の
成
果
を
ど
う

感
じ
て
い
る
の
か
。

　
必
要
に
応
じ
て
審
議
会
を

開
催
す
べ
き
と
思
う
が
、
５

年
間
一
度
も
開
催
し
な
い
の

は
な
ぜ
な
の
か
。

　
岡
山
県
警
が
、
ま
と
め
た

Ｄ
Ｖ
認
知
件
数
は
２
０
１
２

年
は
９
８
４
件
と
前
年
よ
り

１
・
７
倍
に
増
え
、
被
害
者

も
98
％
が
女
性
。　

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
。

　
第
２
次
基
本
計
画
の
見
直

し
で
は
、
ど
こ
を
重
要
視
し

て
い
る
の
か
。

今
回
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を

以
前
の
も
の
と
比
較
し
た
。

　
学
校
教
育
、
職
場
、
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
な
ど
に
意
識
の
改
善
が
見

ら
れ
る
。
徐
々
に
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
。

　
開
催
で
き
な
か
っ
た
審
議

会
を
本
年
度
は
、
新
た
な
男

女
10
名
を
委
員
と
し
て
選
任

し
、
う
ち
１
名
は
公
募
に
よ

り
選
任
し
た
。
審
議
会
は
、

１
月
18
日
と
２
月
８
日
に
開

催
し
た
。　
平
成
25
年
度
か
ら

は
、
毎
年
１
回
開
催
す
る
。

　
計
画
策
定
で
重
要
視
す
る

も
の
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
。

　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

も
、
仕
事
と
家
庭
生
活
や
地

域
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま

く
と
り
た
い
と
希
望
す
る
回

答
が
５
割
を
超
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
を
進
め

る
た
め
、
配
偶
者
暴
力
防
止

対
策
の
規
定
を
整
備
す
る
。

　
他
に
暴
力
を
容
認
し
な
い

町
民
意
識
を
高
め
る
こ
と
や

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
相
談
で
き
る

体
制
づ
く
り
等
の
環
境
を
整

え
て
い
く
。

見直しはどこを重要視するのか
企画商工課長／ワークライフ・バランスとDV対策

問

里
見
川
荘
は
町
の

財
産
で
あ
り
、
町

民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心

し
て
利
用
で
き
る
施
設
に
し

た
い
。

　
町
長
は
、
一
昨
年
７
月
に
、

萌
生
会
・
国
定
病
院
へ
委
託

し
な
け
れ
ば
裁
判
に
な
る
と
、

一
方
的
な
話
を
し
た
が
、
昨

年
の
３
月
に
は
、
白
紙
に
戻

し
て
、
議
会
で
よ
く
検
討
し
、

い
い
方
法
を
選
ん
で
く
れ
と

言
っ
た
。

　
議
員
10
人
全
員
で
特
別
委

員
会
を
設
置
、
６
人
が
作
業

部
会
を
16
回
開
い
た
。
先
進

施
設
の
視
察
が
２
回
。

　
2
月
28
日
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
と
、
全
員
で
決
め

た
。

　
町
長
は
、
何
が
あ
る
の
か

知
ら
な
い
が
、
細
め
声
で
、

「
そ
う
は
い
か
ん
。」
と
言
っ

た
。「
よ
し
わ
か
っ
た
。」
と

返
事
を
も
ら
い
た
い
。

　
出
向
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
も
、
町
長
は
さ
せ
な
い
と

言
っ
た
が
、
お
願
い
し
て
、

議
員
で
行
な
っ
た
。

　
18
人
が
回
答
。
新
し
い
運

営
主
体
に
移
籍
し
た
い
が
12

人
。
萌
生
会
へ
は
ゼ
ロ
。

　
委
託
料
が
24
年
度
は
、
23

年
度
よ
り
２
１
６
８
万
円
上

が
っ
て
い
る
。
入
所
者
数
は

増
え
て
い
な
い
、
給
料
も
そ

う
上
が
っ
て
い
な
い
。

　
委
託
料
が
上
が
っ
た
理
由

は
。

　
議
会
で
否
決
さ
れ
た
ら
、

ど
う
す
る
の
か
。
ワ
ン
マ
ン

政
治
は
い
け
な
い
。

県
か
ら
、
医
療
法

人
か
ら
の
出
向
、
派
遣
は
認

め
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　
看
護
師
、
介
護
士
の
確
保

が
難
し
い
中
、
社
協
で
運
営

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
萌
生
会

に
尋
ね
た
ら
で
き
な
い
と
の

答
え
。
混
乱
す
る
、
辞
め
た

い
人
が
出
た
ら
運
営
に
支
障

が
出
る
の
で
、
で
き
な
い
と

私
は
言
っ
た
。

　
社
協
が
10
年
20
年
継
続
し

て
運
営
す
る
こ
と
に
は
、
私

は
責
任
を
持
て
な
い
。

平
成
23
年
か
ら
給

料
の
12
・
６
％
を
管
理
費
と

し
て
払
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま

で
は
10
％
。

　
人
繰
り
が
大
変
だ
、
派
遣

会
社
に
も
頼
む
と
い
う
こ
と

で
、
上
げ
た
。

　
人
件
費
は
、
年
度
末
に
精

算
。
管
理
費
は
精
算
し
な
い
。

町
長
　

副
町
長
　

平
野

　敏
弘 

議
員

里見川荘は社会福祉協議会へと
　　　　　　　議員全員で決めた
　   町長／社協が運営することには責任を持てない

問

町
内
の
た
め
池
は

老
朽
化
し
て
い
る

も
の
が
多
く
、
早
期
の
対
応

が
必
要
。

　
本
格
的
な
改
修
が
で
き
な

い
も
の
は
、
松
杭
を
打
ち
土

の
う
を
積
む
な
ど
の
緊
急
対

策
を
。

　
た
め
池
の
状
況
は
、
定
期

的
に
調
査
し
て
い
る
か
。

　
管
理
は
、
地
元
の
方
々
の

協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
各
た

め
池
の
水
利
係
を
把
握
し
て

い
る
か
。

　
冬
場
水
の
使
用
が
あ
ま
り

な
い
時
期
に
は
、
安
全
確
保

の
た
め
樋
を
抜
い
て
水
を
減

ら
す
対
策
を
と
る
べ
き
。

大
改
修
は
多
額
な

予
算
が
必
要
な
の

で
、
そ
の
よ
う
な
工
事
を
交

え
な
が
ら
、
機
能
確
保
に
努

め
た
い
。

　
日
ご
ろ
の
巡
回
な
ど
、
地

元
の
協
力
を
得
な
が
ら
点
検

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
３
年
程
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
把
握
し
て
い
る
。

　
十
分
徹
底
、
指
導
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
本
村
公
会
堂
付
近
歩
道
整

　
備
の
現
状
、
手
の
際
地
区

　
の
通
学
路

Ａ
３
月
中
に
設
計
計
画
、
２

　
２
９
延
伸
時
に
歩
道
を
設

　
置

Ｑ
県
道
園
井
里
庄
線
の
町
へ

　
の
移
管
の
見
直
し

Ａ
県
と
交
渉
す
る

松
杭
を
打
ち
土
の
う
を
積
む

　
　
　
　な
ど
の
緊
急
対
策
を

農
林
建
設
課
長
／
そ
の
よ
う
な
工
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　交
え
な
が
ら

問

点検調査予定の長田池

企
画
商
工

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長
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画
道
路
で
、
寄

島
里
庄
農
免
道
は
、

南
平
井
か
ら
池
ノ
平
団
地
を

通
っ
て
金
山
団
地
に
抜
け
た

先
が
県
道
に
接
す
る
所
ま
で
。

い
ま
だ
に
こ
の
区
間
が
開
通

し
て
い
な
い
。
こ
の
道
路
は
、

い
つ
ご
ろ
す
る
の
か
。

　
町
道
２
２
９
号
線
が
殿
迫

の
３
差
路
ま
で
で
き
て
い
る
。

そ
の
東
先
、
天
草
公
園
へ
つ

な
ぐ
計
画
道
路
で
、
12
月
議

会
で
松
尾
に
入
る
旧
国
道
か

ら
交
差
す
る
所
を
先
行
取
得

し
て
い
る
。
こ
の
道
路
は
い

つ
ま
で
に
ど
う
い
う
計
画
な

の
か
。

　
高
岡
公
会
堂
前
の
天
草
公

園
の
西
詰
め
の
と
こ
ろ
の
一

番
前
の
住
宅
２
軒
が
計
画
道

路
に
か
か
っ
て
い
る
。
業
者

が
売
り
出
し
を
し
て
い
る
と

き
に
、
な
ぜ
買
わ
な
か
っ
た

の
か
。
ま
た
、
高
岡
公
会
堂

を
新
築
し
た
が
、
計
画
路
線

の
中
に
公
会
堂
が
入
っ
て
い

る
。
今
の
路
線
で
は
計
画
し

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
で
松
尾
の
土
地
は
、

計
画
道
路
だ
か
ら
先
行
取
得

を
し
て
い
る
。
い
つ
に
な
る

か
わ
か
ら
な
い
か
ら
公
会
堂

を
建
て
た
。
言
う
こ
と
が
、

ち
ぐ
は
ぐ
で
は
な
い
か
。

県
に
農
免
道
と
し

て
整
備
要
望
を
再

開
す
る
こ
と
は
、
現
地
の
状

況
を
勘
案
し
て
実
現
は
難
し

く
、
整
備
計
画
は
な
い
。

　
県
道
か
ら
東
方
面
へ
の
延

伸
に
つ
い
て
は
、
里
見
川
堤

体
ま
で
を
第
４
工
区
と
し
て

４
、
５
年
で
完
成
す
る
。

　
高
岡
方
面
に
向
け
て
の
工

事
は
、
現
時
点
で
は
計
画
段

階
で
、
事
業
化
し
て
お
ら
ず
、

言
う
状
況
で
は
な
い
。

高
岡
と
松
尾
の
件

は
、
将
来
を
見
越

し
て
、
先
行
取
得
で
安
い
価

格
で
手
に
入
る
の
で
、
今
買

っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
判

断
を
し
た
。

　
ま
た
、
高
岡
公
会
堂
は
古

く
な
っ
て
地
震
等
が
あ
る
と

危
な
い
。
そ
れ
か
ら
選
挙
の

投
票
所
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
今
は
公
会
堂
は
必
要
だ
か

ら
、
補
助
金
を
も
ら
っ
て
つ

く
っ
た
。

電
気
自
動
車
は
、

軽
四
な
の
に
非
常

に
高
い
。
当
初
４
０
０
万
円

の
予
定
で
県
の
補
助
金
が
１

０
０
万
円
、
実
質
３
０
０
万

円
か
か
っ
て
い
る
が
、
費
用

対
効
果
は
。

　
購
入
前
は
１
回
の
充
電
で

１
８
０
キ
ロ
走
る
説
明
が
あ

っ
た
が
、
現
状
は
何
キ
ロ
走

っ
て
い
る
の
か
。
バ
ッ
テ
リ

ー
の
寿
命
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
か
え

る
と
２
０
０
万
円
ぐ
ら
い
か

か
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

約
８
カ
月
間
で
３

６
１
３
㎞
、
１
月

当
り
４
５
２
㎞
走
行
し
て
い

る
。
走
行
時
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
は
ゼ
ロ
。

　
経
費
面
で
は
、
８
カ
月
間

で
電
気
代
約
９
７
５
５
円
、

経
費
の
節
減
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
町
内
外
の
人
達
に

対
し
て
町
の
取
り
組
み
を
示

し
て
、
環
境
意
識
の
啓
発
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
計
算
上
で
は
１
８
０
㎞
充

電
で
き
る
が
、
エ
ア
コ
ン
等
、

高
速
走
行
の
場
合
は
少
な
く

な
る
。

　
町
内
で
使
用
す
る
範
囲
内

で
は
十
分
走
行
可
能
と
思
う
。

　
バ
ッ
テ
リ
ー
の
寿
命
は
大

体
10
年
程
度
が
一
つ
の
目
安

に
な
る
。

　
行
政
目
的
の
た
め
に
電
気

自
動
車
を
購
入
し
て
い
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

電気自動車購入の費用対効果は
町民課長／環境意識の啓発につながっている

一
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髙田　卓司 議員

町
道
２
２
９
号
線
の

　
　
殿
迫
の
３
差
路
か
ら
の
東
先
は

　
　
農
林
建
設
課
長
／
里
見
川
堤
体
の
旧
国
道
ま
で
を
４
、５
年
で

問

問

電気自動車

里
見
川
荘
の
問
題

が
表
に
出
た
後
の

執
行
部
の
説
明
や
町
長
の
説

明
に
は
、
疑
問
が
多
か
っ
た
。

　
議
会
は
昨
年
の
１
月
に
、

調
査
検
討
特
別
委
員
会
を
設

け
、
26
年
４
月
以
降
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
随
意
契
約

で
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営

し
て
も
ら
う
の
が
ベ
ス
ト
と

い
う
結
論
に
達
し
た
。

　
調
査
検
討
の
最
初
の
山
は
、

介
護
保
険
法
で
入
所
者
の
処

遇
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
業

務
は
、
そ
の
施
設
の
従
業
者

に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と

い
う
点
。
施
設
の
管
理
者
が

指
揮
命
令
権
を
有
す
る
従
業

員
で
あ
れ
ば
、
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
社
協
は
、
定
款
で
位
置
づ

け
れ
ば
事
業
的
に
問
題
な
く
、

本
来
の
社
会
福
祉
事
業
の
円

滑
な
遂
行
を
妨
げ
な
け
れ
ば
、

問
題
な
く
運
営
で
き
る
。

　
地
域
の
医
療
の
状
況
や
介

護
保
険
施
設
の
状
況
、
社
協

で
運
営
し
て
い
る
先
進
事
例

の
状
況
や
、
現
在
の
従
業
員

の
方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

も
踏
ま
え
、
利
害
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
吟
味
し
た
結

果
、
社
協
が
ベ
ス
ト
と
い
う

結
論
に
至
っ
た
。

　
経
費
的
に
も
、
現
在
萌
生

会
に
支
払
っ
て
い
る
人
事
管

理
費
２
４
０
０
万
円
を
使
え

ば
十
分
や
っ
て
い
け
る
。

　
現
在
の
運
営
方
式
で
は
、

開
設
許
可
が
受
け
ら
れ
な
い
。

町
長
は
ど
う
認
識
し
て
い
る

の
か
。

　
地
区
懇
談
会
で
極
め
て
曖

昧
な
説
明
を
し
て
い
た
の
は

な
ぜ
か
。
問
題
が
あ
る
こ
と

は
き
ち
っ
と
明
ら
か
に
す
べ

き
。
町
長
は
、
な
ぜ
萌
生
会

へ
の
指
定
管
理
者
案
を
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
地
方
分
権
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
市
町
村
長
の
独
断

で
自
由
に
判
断
し
て
い
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
議
会
の
結
論
に
従
っ
て
ほ

し
い
。

問
題
点
は
、
医
療

法
人
が
職
員
を
出

向
さ
せ
る
業
務
は
実
施
で
き

な
い
こ
と
。

　
職
業
安
定
法
上
、
労
働
者

町
の
貯
金
の
２４
年
度
末
の

　
　
　
　
　
　
見
込
み
額
は

総
務
課
長
／
４
億
９
５
４
９
万
円

町
の
貯
金
と
借
金

の
差
引
き
は
、
一

般
会
計
、
水
道
事
業
、
下
水

道
事
業
の
23
年
度
と
24
年
度

末
の
見
込
み
額
は
。

23
年
度
末
で
合
計

８
億
１
６
２
万
円
。

24
年
度
末
の
見
込
み
額
は
４

億
９
５
４
９
万
円
で
あ
る
。

仁
科

　英
麿 

議
員

里見川荘の運営は社会福祉協議会で
　    町長／萌生会を指定管理者に

問

問
供
給
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止

さ
れ
て
い
る
。

　
地
区
懇
談
会
で
の
曖
昧
な

説
明
と
は
、
何
を
意
味
し
て

い
る
の
か
。

　
県
の
医
療
法
人
を
所
管
す

る
部
署
か
ら
、
直
接
医
療
法

人
が
指
摘
を
受
け
た
。
里
見

川
荘
の
担
当
か
ら
、
運
営
に

影
響
が
な
い
と
報
告
を
受
け

て
い
た
の
で
、
公
表
の
必
要

は
な
い
と
判
断
し
た
。

　
萌
生
会
か
ら
町
に
、
指
定

管
理
者
と
し
て
運
営
で
き
る

方
法
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

が
あ
り
、
23
年
度
か
ら
考
え

て
い
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
検
討

し
た
結
果
、
一
番
自
然
な
形

が
萌
生
会
を
指
定
管
理
者
と

し
て
運
営
し
て
い
く
の
が
い

い
と
い
う
形
で
提
案
し
た
。

　
萌
生
会
か
ら
き
て
い
る
職

員
を
社
協
へ
移
し
て
い
い
と

い
う
こ
と
に
は
、
疑
問
を
持

っ
て
い
る
。
介
護
職
、
ヘ
ル

パ
ー
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の

職
員
を
確
保
す
る
の
が
現
実

的
に
難
し
い
。

　
里
庄
規
模
の
社
協
は
、
町

長
が
理
事
長
を
す
る
の
が
一

番
自
然
だ
し
、
責
任
も
と
れ

る
。

町
長
　

町
長
　

そ
の
他
の
質
問

Q 

里
見
６
４
７
号
線
を
東

　
西
直
線
方
式
に

A 

直
線
的
な
整
備
の
要
望

　
が
強
い

Q 

投
票
立
会
人
の
選
任
方

　
法
は

A 

選
挙
管
理
委
員
会
で
協

　
議

町
民

課
長

里見川荘

総
務

課
長
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画
道
路
で
、
寄

島
里
庄
農
免
道
は
、

南
平
井
か
ら
池
ノ
平
団
地
を

通
っ
て
金
山
団
地
に
抜
け
た

先
が
県
道
に
接
す
る
所
ま
で
。

い
ま
だ
に
こ
の
区
間
が
開
通

し
て
い
な
い
。
こ
の
道
路
は
、

い
つ
ご
ろ
す
る
の
か
。

　
町
道
２
２
９
号
線
が
殿
迫

の
３
差
路
ま
で
で
き
て
い
る
。

そ
の
東
先
、
天
草
公
園
へ
つ

な
ぐ
計
画
道
路
で
、
12
月
議

会
で
松
尾
に
入
る
旧
国
道
か

ら
交
差
す
る
所
を
先
行
取
得

し
て
い
る
。
こ
の
道
路
は
い

つ
ま
で
に
ど
う
い
う
計
画
な

の
か
。

　
高
岡
公
会
堂
前
の
天
草
公

園
の
西
詰
め
の
と
こ
ろ
の
一

番
前
の
住
宅
２
軒
が
計
画
道

路
に
か
か
っ
て
い
る
。
業
者

が
売
り
出
し
を
し
て
い
る
と

き
に
、
な
ぜ
買
わ
な
か
っ
た

の
か
。
ま
た
、
高
岡
公
会
堂

を
新
築
し
た
が
、
計
画
路
線

の
中
に
公
会
堂
が
入
っ
て
い

る
。
今
の
路
線
で
は
計
画
し

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
で
松
尾
の
土
地
は
、

計
画
道
路
だ
か
ら
先
行
取
得

を
し
て
い
る
。
い
つ
に
な
る

か
わ
か
ら
な
い
か
ら
公
会
堂

を
建
て
た
。
言
う
こ
と
が
、

ち
ぐ
は
ぐ
で
は
な
い
か
。

県
に
農
免
道
と
し

て
整
備
要
望
を
再

開
す
る
こ
と
は
、
現
地
の
状

況
を
勘
案
し
て
実
現
は
難
し

く
、
整
備
計
画
は
な
い
。

　
県
道
か
ら
東
方
面
へ
の
延

伸
に
つ
い
て
は
、
里
見
川
堤

体
ま
で
を
第
４
工
区
と
し
て

４
、
５
年
で
完
成
す
る
。

　
高
岡
方
面
に
向
け
て
の
工

事
は
、
現
時
点
で
は
計
画
段

階
で
、
事
業
化
し
て
お
ら
ず
、

言
う
状
況
で
は
な
い
。

高
岡
と
松
尾
の
件

は
、
将
来
を
見
越

し
て
、
先
行
取
得
で
安
い
価

格
で
手
に
入
る
の
で
、
今
買

っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
判

断
を
し
た
。

　
ま
た
、
高
岡
公
会
堂
は
古

く
な
っ
て
地
震
等
が
あ
る
と

危
な
い
。
そ
れ
か
ら
選
挙
の

投
票
所
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
今
は
公
会
堂
は
必
要
だ
か

ら
、
補
助
金
を
も
ら
っ
て
つ

く
っ
た
。

電
気
自
動
車
は
、

軽
四
な
の
に
非
常

に
高
い
。
当
初
４
０
０
万
円

の
予
定
で
県
の
補
助
金
が
１

０
０
万
円
、
実
質
３
０
０
万

円
か
か
っ
て
い
る
が
、
費
用

対
効
果
は
。

　
購
入
前
は
１
回
の
充
電
で

１
８
０
キ
ロ
走
る
説
明
が
あ

っ
た
が
、
現
状
は
何
キ
ロ
走

っ
て
い
る
の
か
。
バ
ッ
テ
リ

ー
の
寿
命
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
か
え

る
と
２
０
０
万
円
ぐ
ら
い
か

か
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

約
８
カ
月
間
で
３

６
１
３
㎞
、
１
月

当
り
４
５
２
㎞
走
行
し
て
い

る
。
走
行
時
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
は
ゼ
ロ
。

　
経
費
面
で
は
、
８
カ
月
間

で
電
気
代
約
９
７
５
５
円
、

経
費
の
節
減
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
町
内
外
の
人
達
に

対
し
て
町
の
取
り
組
み
を
示

し
て
、
環
境
意
識
の
啓
発
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
計
算
上
で
は
１
８
０
㎞
充

電
で
き
る
が
、
エ
ア
コ
ン
等
、

高
速
走
行
の
場
合
は
少
な
く

な
る
。

　
町
内
で
使
用
す
る
範
囲
内

で
は
十
分
走
行
可
能
と
思
う
。

　
バ
ッ
テ
リ
ー
の
寿
命
は
大

体
10
年
程
度
が
一
つ
の
目
安

に
な
る
。

　
行
政
目
的
の
た
め
に
電
気

自
動
車
を
購
入
し
て
い
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

電気自動車購入の費用対効果は
町民課長／環境意識の啓発につながっている
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町
道
２
２
９
号
線
の

　
　
殿
迫
の
３
差
路
か
ら
の
東
先
は

　
　
農
林
建
設
課
長
／
里
見
川
堤
体
の
旧
国
道
ま
で
を
４
、５
年
で

問

問

電気自動車

里
見
川
荘
の
問
題

が
表
に
出
た
後
の

執
行
部
の
説
明
や
町
長
の
説

明
に
は
、
疑
問
が
多
か
っ
た
。

　
議
会
は
昨
年
の
１
月
に
、

調
査
検
討
特
別
委
員
会
を
設

け
、
26
年
４
月
以
降
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
随
意
契
約

で
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営

し
て
も
ら
う
の
が
ベ
ス
ト
と

い
う
結
論
に
達
し
た
。

　
調
査
検
討
の
最
初
の
山
は
、

介
護
保
険
法
で
入
所
者
の
処

遇
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
業

務
は
、
そ
の
施
設
の
従
業
者

に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と

い
う
点
。
施
設
の
管
理
者
が

指
揮
命
令
権
を
有
す
る
従
業

員
で
あ
れ
ば
、
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
社
協
は
、
定
款
で
位
置
づ

け
れ
ば
事
業
的
に
問
題
な
く
、

本
来
の
社
会
福
祉
事
業
の
円

滑
な
遂
行
を
妨
げ
な
け
れ
ば
、

問
題
な
く
運
営
で
き
る
。

　
地
域
の
医
療
の
状
況
や
介

護
保
険
施
設
の
状
況
、
社
協

で
運
営
し
て
い
る
先
進
事
例

の
状
況
や
、
現
在
の
従
業
員

の
方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

も
踏
ま
え
、
利
害
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
吟
味
し
た
結

果
、
社
協
が
ベ
ス
ト
と
い
う

結
論
に
至
っ
た
。

　
経
費
的
に
も
、
現
在
萌
生

会
に
支
払
っ
て
い
る
人
事
管

理
費
２
４
０
０
万
円
を
使
え

ば
十
分
や
っ
て
い
け
る
。

　
現
在
の
運
営
方
式
で
は
、

開
設
許
可
が
受
け
ら
れ
な
い
。

町
長
は
ど
う
認
識
し
て
い
る

の
か
。

　
地
区
懇
談
会
で
極
め
て
曖

昧
な
説
明
を
し
て
い
た
の
は

な
ぜ
か
。
問
題
が
あ
る
こ
と

は
き
ち
っ
と
明
ら
か
に
す
べ

き
。
町
長
は
、
な
ぜ
萌
生
会

へ
の
指
定
管
理
者
案
を
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
地
方
分
権
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
市
町
村
長
の
独
断

で
自
由
に
判
断
し
て
い
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
議
会
の
結
論
に
従
っ
て
ほ

し
い
。

問
題
点
は
、
医
療

法
人
が
職
員
を
出

向
さ
せ
る
業
務
は
実
施
で
き

な
い
こ
と
。

　
職
業
安
定
法
上
、
労
働
者

町
の
貯
金
の
２４
年
度
末
の

　
　
　
　
　
　
見
込
み
額
は

総
務
課
長
／
４
億
９
５
４
９
万
円

町
の
貯
金
と
借
金

の
差
引
き
は
、
一

般
会
計
、
水
道
事
業
、
下
水

道
事
業
の
23
年
度
と
24
年
度

末
の
見
込
み
額
は
。

23
年
度
末
で
合
計

８
億
１
６
２
万
円
。

24
年
度
末
の
見
込
み
額
は
４

億
９
５
４
９
万
円
で
あ
る
。

仁
科

　英
麿 

議
員

里見川荘の運営は社会福祉協議会で
　    町長／萌生会を指定管理者に

問

問
供
給
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止

さ
れ
て
い
る
。

　
地
区
懇
談
会
で
の
曖
昧
な

説
明
と
は
、
何
を
意
味
し
て

い
る
の
か
。

　
県
の
医
療
法
人
を
所
管
す

る
部
署
か
ら
、
直
接
医
療
法

人
が
指
摘
を
受
け
た
。
里
見

川
荘
の
担
当
か
ら
、
運
営
に

影
響
が
な
い
と
報
告
を
受
け

て
い
た
の
で
、
公
表
の
必
要

は
な
い
と
判
断
し
た
。

　
萌
生
会
か
ら
町
に
、
指
定

管
理
者
と
し
て
運
営
で
き
る

方
法
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

が
あ
り
、
23
年
度
か
ら
考
え

て
い
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
検
討

し
た
結
果
、
一
番
自
然
な
形

が
萌
生
会
を
指
定
管
理
者
と

し
て
運
営
し
て
い
く
の
が
い

い
と
い
う
形
で
提
案
し
た
。

　
萌
生
会
か
ら
き
て
い
る
職

員
を
社
協
へ
移
し
て
い
い
と

い
う
こ
と
に
は
、
疑
問
を
持

っ
て
い
る
。
介
護
職
、
ヘ
ル

パ
ー
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の

職
員
を
確
保
す
る
の
が
現
実

的
に
難
し
い
。

　
里
庄
規
模
の
社
協
は
、
町

長
が
理
事
長
を
す
る
の
が
一

番
自
然
だ
し
、
責
任
も
と
れ

る
。

町
長
　

町
長
　

そ
の
他
の
質
問

Q 

里
見
６
４
７
号
線
を
東

　
西
直
線
方
式
に

A 

直
線
的
な
整
備
の
要
望

　
が
強
い

Q 

投
票
立
会
人
の
選
任
方

　
法
は

A 

選
挙
管
理
委
員
会
で
協

　
議

町
民

課
長

里見川荘

総
務

課
長
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第5 回シ
リー
ズ

　大
原
東
子
供
会
は
、
毎
年

恒
例
の
行
事
に
、
親
子
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　春
は
日
帰
り
バ
ス
旅
行
や
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
ボ
ウ

リ
ン
グ
な
ど
を
計
画
。

　夏
は
有
志
の
子
供
た
ち
が
、

土
曜
夜
市
や
夏
祭
り
に
参
加

し
、
か
わ
い
い
う
ら
じ
ゃ
踊

り
を
披
露
し
ま
す
。
顔
に
色

と
り
ど
り
の
ペ
イ
ン
ト
を
し

た
チ
ビ
鬼
た
ち
が
、
真
夏
の

夜
の
暑
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
、

ワ
イ
ル
ド
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
ダ
ン
ス
で
、
私
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　伝
統
行
事
の
秋
祭
り
で
は
、

分
館
内
を
親
子
で
一
緒
に
子

供
み
こ
し
で
練
り
歩
き
、
そ

の
後
山
神
社
ま
で
上
が
り
、

境
内
で
里
庄
音
頭
を
踊
っ
た

り
、
子
供
相
撲
を
し
て
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
地
域

の
方
々
が
用
意
し
て
下
さ
る

模
擬
店
周
辺
は
、
子
供
た
ち

の
歓
声
で
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
す
。

　現
在
、
大
原
東
子
供
会
に

は
、
幼
稚
園
か
ら
小
学
六
年

生
ま
で
の
二
十
五
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
々
子

供
の
人
数
も
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
少
子
化
が
進

む
と
、
子
供
会
も
寂
し
く
な

り
ま
す
が
、
地
元
な
ら
で
は

の
行
事
が
存
続
し
て
い
け
る

よ
う
親
と
子
が
結
束
し
て
取

り
組
み
、
次
世
代
に
伝
え
残

し
て
い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

　子
供
会
の
活
動
に
は
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
分
館

の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
方

々
に
は
、
小
学
校
の
登
下
校

時
、
声
を
か
け
る
な
ど
見
守

っ
て
下
さ
り
、
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
安

心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
分

館
全
体
で
め
ざ
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

未
来
に
受
け
継
が
れ
る

　
　
　
子
ど
も
会
を
願
っ
て

大
原
東
子
供
会

委員長： 眞野博文 副委員長： 小野光三 委員： 岡村咲津紀 委員： 仁科英麿

発行／

編集／

岡山県 里庄町議会
〒719ｰ0398
岡山県浅口郡里庄町
TEL（0865）64ｰ7217
FAX（0865）64ｰ3618
議会広報編集委員会

平成25年5月1日 発行
《第72号》

E-mail:gikai@town.satosho.okayama.jp

（2 ）
（ 4 ）
（16）
（18）
（24）

…………
………………………………

……………
…………………………………

………………………シリーズ“地域の子どもたち”
町政を問う（6人が登壇）
里見川荘は社会福祉協議会へ（最終報告）
辞職勧告・不信任決議
平成25年度当初予算 一般会計他 1件否決

　今年の桜は平年より早い開花でした。
　冬の寒さが続いた後、3月初旬から
は平年を大幅に上回る気温が続き、花
芽が順調に生長したためだそうです。
一方、里庄町議会の方は、波乱万丈。
大荒れに荒れました。
　原因は何だったのか。議会と執行部
の関係のあり方は？
　お読み取りいただき、ご熟考下さい。
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